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地域公共交通が変わります！
市民の皆さんにとって駅や商業施設、医療機関へ移動しやすく、より暮らし

やすいまちを目指し、行田の公共交通をリニューアル。地域の公共交通は、多く
の方に利用いただくことによって、持続することができます。リニューアルする
公共交通を利用してお出掛けしませんか。 （掲載記事は9月6日時点の内容です）

はじまります！新しい市民の「足」。

乗合型AIオンデマンド交通
NEW

利用方法

令和7年 1月6日㈪
スタ ート!

1

利用できるルート3

運賃（1人当たり）2

乗合型ＡＩオンデマンド交通は、路線バスのように決められた時刻に決められたルートを
運行する「定時定路線方式」ではなく、利用予約に応じてＡＩが目的地まで最適なルートを
設定し、同じ時間帯に同じ方向へ移動する方と乗り合わせて運行する「オンデマンド方式」
で運行するものです。

乗合型ＡＩオンデマンド交通は、乗降場所が決まっています。自宅の他、指定乗降場所での乗降
が可能です。利用できるのは次の３パターンで、途中下車や寄り道はできません。

指定乗降場所は、公共施設や駅、医療
機関、商業施設などを登録する予定で
す。指定乗降場所の一覧は、今後市ホー
ムページで公開する他、市役所などの公
共施設で配布します。

一般（下記以外の方）
高齢者（75歳以上）・運転免許証自主返納者
障がい者等・妊産婦
小・中学生
未就学児

600円
500円
300円
300円
無 料

※予約状況によっては、ご希望の時間に予約できない場合もあります。

※詳しい予約方法は、運行開始までに市ホームページやチラシなどでお知らせします。

運行区域・日時、予約方法など

●パターン1〈自宅から指定乗降場所〉

●パターン3〈指定乗降場所から指定乗降場所〉

●パターン2〈指定乗降場所から自宅〉

運行区域 運 行 日 時 利用できる方 予約方法

市内全域

電話
ウェブ

市公式LINE
FAX

市内在住の方
※最初に利用登録が必要です

月～土曜日
午前7時30分～午後6時30分

※日曜日、祝日、年末年始（12月29日～1月3日）は
運休です

　交通対策課に申請書
を提出するか、ウェブ申
請、FAXで利用者登録
をしてください。
※登録の様式やウェブ
申請のURLは近日公
開予定

　電話、ウェブ、市公式
LINE、FAXで乗車予約
をしてください。どの予
約方法でも「いつ、どこか
ら、どこまで行くのか」の
情報が必要になります。

※複数人の利用者から同日
同時間帯に予約が入った
場合のイメージです。

　降りる際に運
賃をお支払いくだ
さい。

　専用車両が予約日時
に予約した場所（自宅ま
たは指定乗降場所）へ迎
えに行きます。

①利用者登録 ②乗車予約 ④目的地へ
GO!

③予約日時に
予約場所で乗車
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乗合運行のイメージ

乗降場所①

乗降場所② 乗降場所④

乗降場所③

自宅

指定乗降場所（病院）

自宅指定乗降場所（市役所）

指定乗降場所（駅）

指定乗降場所（商業施設）

乗降場所①で乗車
乗降場所④で降車を予約

乗降場所②で乗車
乗降場所③で降車を予約

乗降場所③で乗車
乗降場所④で降車を予約降 車

降 車

乗 車

乗 車

乗 車
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Change2

Change1
市内循環バスは一部を廃止してスリム化！

運賃を見直します

4月からの地域公共交通イメージ

地域公共交通が変わります！特集

デマンドタクシーは
乗合型AIオンデマンド交通へバトンタッチ！

Change3
運転免許証自主返納者支援制度がリニューアル！

75歳以上の方、もしくは障がいをお持ちの方が利用できるデマンドタクシー事業は、乗
合型ＡＩオンデマンド交通へと移行します。移行に伴い、12月28日㈯をもって、デマンドタク
シーは運行を終了します。
デマンドタクシー事業と異なり、乗合型AIオンデマンド交通の運賃は、市内どこまで乗っ
ても一律。また、運行時間もデマンドタクシーよりも長くなって、利用しやすくなります。乗
合型となる点や、利用の少ない日曜日や祝日が運休となる点などはデマンドタクシーと異
なります。
なお、すでにデマンドタクシーの利用登録をされている方は、市でオンデマンド交通の利
用登録を行いますので、特別な手続きは不要です。対象の方には、後日案内を郵送します。

現在、６路線を運行している市内循環バスは、利用状況も考慮し、令和７年３月３１日を
もって東循環コース、北西コース、北東コースを廃止します。廃止する路線に代わり、乗合
型ＡＩオンデマンド交通をご利用ください。なお、西循環コース、南大通り線コース、観光拠
点循環コースについては、運転手不足など社会情勢の変化を運行内容に随時反映しつつ、
運行を継続します。

市内循環バスの運賃は、平成29年以来、7年間据え置いてきましたが、昨今の燃料費や
人件費の高騰を受け、運賃を見直すこととなりました。
新運賃は、令和７年４月１日から西循環コース、南大通り線コース、観光拠点循環コース
の各路線で適用されます。ご理解をお願いします。

運転免許証を自主的に返納した方にタクシー利用券を交付する「運転免許証自主返納者
支援制度」をリニューアルし、乗合型ＡＩオンデマンド交通に自主返納者の割引運賃制度を導
入します。

▶対象　運転免許証を自主的に返納され、令和７年１月以降に市へ支援制度を申請した方

※割引運賃制度の導入に伴い、12月27日㈮申請分をもってタクシー助成券の交付事業は
終了します。なお乗合型ＡＩオンデマンド交通の割引運賃制度に有効期限はありません。

令和7年4月1日～
150円　　　　200円

無料対象者（※）については変更なし

※未就学児、障がい者（介助者1人を含む）、75歳以上の市民
（障がいをお持ちの方は手帳原本またはアプリ（ミライID）手
帳面の提示、75歳以上の方は市内循環バス無料乗車証また
はデマンドタクシー利用登録者証の提示が必要です。
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10
月
８
日
㈫
〜
21
日
㈪

日　　時 会　場

11月29日㈮
午前10時～11時30分

12月1日㈰
午前10時～11時30分

12月1日㈰
午後3時～4時30分

12月7日㈯
午前10時30分～正午

12月10日㈫
午前11時～正午

12月11日㈬
午前9時～10時30分

12月14日㈯
午前10時～11時30分

12月14日㈯
午後4時～5時30分

12月18日㈬
午後6時30分～8時

北河原公民館

星宮公民館

太田公民館

佐間公民館

下忍公民館

太井公民館

南河原公民館

桜ヶ丘公民館

中央公民館②

日　　時 会　場

10月24日㈭
午後1時30分～3時

12月8日㈰
午前10時～11時30分

10月26日㈯
午後6時30分～8時

11月2日㈯
午後3時～4時30分

11月6日㈬
午前10時45分～正午

11月7日㈭
午後2時～3時30分

11月13日㈬
午後1時30分～3時

11月21日㈭
午前10時～11時30分

11月24日㈰
午前10時～11時30分

星河公民館

忍・行田公民館

須加公民館

地域文化センター

中央公民館①

長野公民館

埼玉公民館

荒木公民館

持田公民館

投票は市公式
LINE下部メニュー
「申請・届出」
→「イベント・講習
会」から

現在 再編後

市内循環バス事業市内循環バス事業

南大通り線

観光拠点循環

西循環

東循環 北西 北東

南大通り線

観光拠点循環

西循環

デマンドタクシー運行事業
12月28日㈯運行終了

令和7年3月31日㈪運行終了

令和7年1月6日㈪
運行開始 !

12月27日㈮受付終了

運転免許証自主返納者支援事業
（タクシー利用助成）

乗合型AI
オンデマンド交通
運行事業

※デマンドタクシーの新規登録の受け付けは、原則として11月29日㈮をもって終了します。
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市制施行75周年記念

　行田を代表する観光スポット「埼玉古墳群」のさらなる誘客と古墳の魅力を改めて体感していただくことを
目的に、本市では初の開催となる「行田古墳フェスティバル」を開催します。
　古墳や古代をテーマにさまざまなイベントを行いますので、ぜひご来場ください。

▶問い合わせ　行田古墳フェスティバル実行委員会事務局（商工観光課内）☎580―3012

▶日時 10月20日㈰午前10時～午後4時（荒天中止）
▶場所　さきたま古墳公園（さきたまテラス周辺）
▶主催　行田古墳フェスティバル実行委員会

主なイベント
 熱気球体験、埴輪づくり体験、
 スタンプラリー、ガイドツアー他
主なステージイベント出演者
  Noeさん、鳥居みゆきさん（いずれも行田市観
光大使）、まりこふんさん（古墳シンガー）他出店予定（順不同）

〈キッチンカー〉
事業者名 販売品

フレンズサニー 北海道生クリームパフェ
北海道生クリームアイスなど

株式会社ファイブイズファーム ジェラート、フランクフルト、チュリトス、ド
リンクなど

Babacan. ケバブ ケバブ、ロングポテト、トルコアイスなど
BLUE－3号 タコス・タコライス・ドリンクなど

tokotokokitchencar ホットドッグ、あんバター、フランクフル
ト、ポテト、プリン、飲み物、かき氷など

inokichi. 韓国ホットク、うどん、かき氷、カフェゼ
リー、ドリンクなど

258（ふたごや） 超熟成蜜芋を使用した焼きたて石焼き
芋、冷やし焼き芋、焼きじゃがバターなど

Tutu＆はにわ農園 行田たい焼き、行田在来枝豆アイスなど
鉄板焼はれのひ 広島お好み焼き（府中焼き）など
田口豆腐店（ザンビーニ） ゼリーフライ・唐揚げ・ドリンク各種など

YEL KEBAB ケバブサンド、ケバブラップ、おつまみケ
バブ、ロングポテトなど

HOKULEA☆K.T 肉巻きおにぎり4種、ポテト8種など
Cariage 2nd アンガス牛の丼ぶり、ビールなど
埼鴻食堂 アメリカンロングポテト、わたぼくタピオカなど
MI-CHAN KITCHEN ベビーカステラ、かき氷など
煌楽-kiraku- 18種類の焼鳥など

事業者名 販売品
行田市シルバー人材センター 
ハンドメイドショップむつみ アームカバー、バッグなど

創作足袋 千代の松 柄足袋など
花屋 華蓮 切花、花束、アレンジメントなど
株式会社とつか 戸塚煎餅店 さきたま古墳せんべいなど
pan prosper スコーン、クッキーなど
行田はちまんマルシェ 野菜、クラフト、さきたまめなど

Maikai 勾玉、オルゴナイト、アクセサ
リーなど

金沢製菓 いがまんじゅう、塩あんびん、
団子、赤飯など

いやしのつぼ リラクゼーション

ARTES MEL イヤリング、装飾品、ブラジル
関係商品など

GYODA KOFUNショップ 古墳関係グッズなど
MINAMIKAWARASLIPPER 南河原スリッパなど

トークセンNao ＆ TEKU
african

タイの木槌伝統療法トークセ
ンの音と振動、アフリカ布の
商品物販など

おむすびとお惣菜のお店
「おむすび山光」 各種おむすび、お惣菜など

〈物販テント〉

 行田古墳フェスティバル を開催します

市の新たな最上位計画「行田市基本構想」が完成しました
　市ではこのたび、「行田市基本構想」を策定しました。この計画は市が目指す将来像を描き、その
実現に向けて重点的に取り組む政策を位置付けた市の新たな最上位計画です。基本構想の内容は市
ホームページでも閲覧することができます。

基本構想の構成

行田の「今」 行田の歴史を古代から改めて振り返るとともに、現状と課題を整理しています。
また、人口の推移と今後の推計など、さまざまなデータを掲載しています

行田の「未来」 本市が目指す将来像を、「将来の“まち”のすがた」6シーン、「将来の“ひと”のす
がた」6シーンの計12シーンの小説として描いています

「未来」のために 行田の「未来」で描いた将来像実現のために、4年間で重点的に取り組む「重点政
策」を位置付けています

新しい行田の将来像メッセージ
　「行田の“未来”」冒頭では、基本構想を手に取る市民の皆さんに向けたメッセージを掲載しています。メッセージは、
策定に当たりアドバイザリーボード委員に就任していただいた、音楽バンド「スターダスト☆レビュー」のリーダーで
行田市出身の根本要さんに監修をしていただきました。ここでは、そのメッセージを紹介します。

この街で暮らす誰もが、希望に満ちた明日を夢みているはずです。
でも、思うだけではなかなか叶いません。大切なのは、その夢のためにあなた自身が動きだすこと。

「行田市」は、そんなあなたの夢を応援する街として動き出します。
街のすべての人が、幸せでいられるように後押しします。

子どもたちの笑い声が響き渡り、大人たちが笑顔で会話を交わす街。
由緒ある歴史と豊かな自然のなかで「新しい行田」を一緒に作っていきませんか。
漠然と「暮らしやすい街」と言っても、その形態は多種多様です。
この「行田に暮らす人達」にとって、どんなふうに暮らしやすいのか、どうすれば住みやすい街になるのか。それ
をひとつひとつ語り合い、実現できるように工夫して、あなたの思う「理想の街」を一緒に作っていきましょう。

「行田市の将来」、それはこの街で暮らす人達と作り上げる物語なのです。

行田市基本構想アドバイザリーボード
　策定に当たり、5人をアドバイザリーボード委員として委嘱
し監修いただきました。(敬称略・50音順）

氏名 役職など

関根 正昌 株式会社埼玉新聞社代表取締役社長

根本　要 スターダスト☆レビュー　リーダー

長谷川 真一 学校法人ものつくり大学前理事長

深町 加津枝 京都大学大学院准教授

政所 利子 株式会社玄代表取締役

▶ 問い合わせ　企画政策課企画政策担当（内線312）

基本計画冊子を閲覧できる場所（10月中旬以降）
•市役所本庁舎2階市政情報コーナー
•南河原支所
•市立図書館
•各公民館
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行政のお知らせ

特別会計  歳入歳出決算額
　特別会計は、特定の事業をより円滑に進めるために、一般会計から分離して別に収支経理を行うもので、国の法律や
市の条例によって設けることができる会計制度です。

会 計 名 歳 入 決 算 額 歳 出 決 算 額 翌 年 度
繰越財源 実 質 収 支うち一 般 会 計

からの繰入金

国民健康保険事業 82億3,205万円 7億4,000万円 81億9,505万円 ― 3,700万円

交通災害共済事業 5,734万円 ― 2,064万円 ― 3,670万円

介 護 保 険 事 業 74億186万円 10億2,410万円 68億2,963万円 ― 5億7,223万円

後期高齢者医療事業 12億3,147万円 2億6,381万円 11億4,773万円 ― 8,374万円

※実質収支とは、歳入歳出決算の差引額から繰越事業に充てる財源を控除した実質的な翌年度への繰越額です。

　市債は、道路や河川、公共施
設の整備などを行うときに国や
銀行などから長期にわたって借
り入れるお金のことで、家計に
例えると「借金」に当たります。
また、市債には「特例地方債」と
いう後年度の返済の際に全額ま
たは一定割合が交付税に上乗せ
され、国から交付されるものも
あります。
　なお、令和５年度については、
市債の返済額が新規発行額を上
回ったため、市債残高は減少し
ています。

▶ 問い合わせ　財政課財政担当
（内線325・326）

～今の残高はどのくらい？～　行田市の借金の状況を公表します

※全会計：一般会計、水道事業会計、公共下水道事業会計

各年度末現在市の借金残高の推移市の借金残高の推移
全会計

億円

150

200

250

300

350

400

450

R元 R2 R3 R4 R5

408.2
393.3

378.8
354.4

209.4

331.6

198.6
224.0

250.8 239.0

特例地方債を除いた推移

　市の財政状況は、実質赤字比率などの４つの統一的な指標で判断されます。これらの指標は財政の早期健全化や財
政再生の必要性を判断するものであるとともに、他団体と比較することで財政状況を客観的に表すために用いられま
す。なお、行田市では全ての指標において早期健全化基準を下回っています。

○健全化判断比率 ○資金不足比率

R5決算比率
早期健全化基準

備考 公営企業会計 R5決算比率 経営健全化基準 備考
財政再生基準

実質赤字比率 ―
12.59％ R3：  ―

R4：  ― 水道事業会計 ―

20.00％ R3：  ―
R4：  ―

20.00％

連結実質赤字比率 ―
17.59％ R3：  ―

R4：  ―
公共下水道
事業会計 ―

30.00％

実質公債費比率 2.5％
25.0％ R3：3.2％

R4：2.7％
※ 資金不足額や剰余額は、一般会計などの実質収支額と
合算して、連結実質赤字比率を算定します。

詳細の説明や用語の解説は市ホームページに
掲載しています。

35.0％

将来負担比率 ―
350.0％ R3：  ―

R4：  ――

健全化判断比率・資金不足比率

　令和５年度の決算がまとまりました。
　決算は、自治体の予算執行や財政運営を明らかにするものです。市民の皆さんからいただいた大切な税
金や国・県支出金などの収入がどのくらいあって、どのように使われたのかをお知らせします。

行田市の決算概要をお知らせします

令和5年度令和5年度 決算報告決算報告

民生費(43.9%)
130億7,106万円
【167,288円】

教育費(9.2%)
27億5,245万円
【35,227円】

公債費(8.9%)
26億4，600万円
【33,864円】

その他（7.3%）
21億7，960万円
【27,895円】

総務費(13.8%)
41億1,561万円
【52,673円】

土木費(9.4%)
27億9,603万円
【35,785円】

衛生費(7.5%)
22億2,605万円
【28,490円】

歳 出

市税(32.9%) 
105億9,068万円
【135,543円】

譲与税・交付金(8.1%)
25億9,984万円
【33,274円】

市債(2.9%)
9億4,530万円
【12,098円】

その他(4.2%)
13億5,593万円
【17,354円】

国・県支出金(25.4%) 
81億8,269万円
【104,725円】

繰越金(9.0%)
28億9,965万円
【37,111円】

歳 入

地方交付税(17.5%)
56億3,862万円
【72,165円】

歳入総額 322億1,271万円【412,270円】　前年度比1億4,653万円(0.5％)の減

歳出総額 297億8,680万円【381,222円】　前年度比3億2,721万円(1.1％)の増

市税 
固定資産税の増収などにより2,335万円
の増加となりました。

国・県支出金 
新型コロナウイルスワクチン接種関係国
庫支出金の減少などにより1億8,534万
円の減少となりました。

地方交付税 
普通交付税の増加により1億7,730万円
の増加となりました。

民生費 
住民税非課税世帯価格高騰重点支援給
付金給付事業費の増加などにより8億
4,984万円の増加となりました。

総務費 
ごみ処理施設整備基金への積立金の減
少などにより2億855万円の減少となりま
した。

土木費 
水城公園東側園地再整備事業費の増加な
どにより6,394万円の増加となりました。

※グラフの【　】の数値は、市民1人当たりの額です。
　歳入から歳出を引いた24億2,591万円は令和6年度に繰り越しました。

令和5年度決算の詳細や主な事業につ
きましては市ホームページに掲載して
います。

　令和5年度 入歳出差引額は約24億2,591万円の黒字となりました。
　歳入では、普通交付税の増加により地方交付税が増加したものの、新型コロナ

ウイルスワクチン接種関係国庫支出金の減少などによる国庫支出金の減少や、前年度からの繰越金の減少などにより、
総額では前年度と比較して1億4,653万円減の322億1,271万円となりました。
　歳出では、新型コロナウイルスワクチン接種事業費の減少などにより衛生費の減少があったものの、民生費において住
民税非課税世帯や均等割のみ課税世帯を対象とした価格高騰重点支援給付金給付事業の実施などによる増加、土木費に
おいて水城公園東側園地再整備事業費が増加したことなどにより、総額では前年度と比較して3億2,721万円増の297億
8,680万円となりました。

一般会計



2024.10� 市報 ぎょうだ 1011

行政のお知らせ

行田市義務教育学校設置に向けた再編計画〈骨子編〉を策定しました

ジェットスキー・レーサーの金子真
ま み
珠さんが市長を訪問しました

行田邦子市長が一般社団法人日本メンズファッション
協会主催の「第22回グッドエイジャー賞」を受賞しました。
グッドエイジャー賞とは、いつまでも「活きいき・楽し

く・かっこよく」をテーマに、年齢を重ねてもさらに人生
を楽しみ、これから先もいろいろなことに挑戦してみよ
うというバイタリティ溢れる方を表彰するもの。
9月4日に授賞式が開催され、本市出身の八木原保理
事長から賞状を授与された行田市長は、歴史的な文化遺
産や豊富な観光資源など本市の魅力を積極的にＰＲしま
した。
▶�問い合わせ　秘書課（内線314）

9月13日、行田市長、行田豆吉クラブの小松裕幸代表、
関和英之さん、市内郵便局長の渡辺和久さん、小林智之
さんが埼玉県庁を訪問し、大野元裕知事に「さきたまめ」
をPRしました。
「さきたまめ」は毎年10月上旬から収穫が始まり、甘
く豊かな味と香りが特徴。今年は市内郵便局と連携し、
「ふるさと小包」を企画しました。
行田市長や行田豆吉クラブ小松代表らは大野知事と生
産方法や認知度の向上について意見交換を行いました。
▶�問い合わせ　行田豆吉クラブ事務局(農政課内)☎580
―3013

8月19日、株式会社イズミと「災害等発生時における
廃棄物の運搬等に関する協定」を締結しました。
この協定は、災害などが発生した場合に災害廃棄物の
収集運搬を行っていただくもので、これにより市民生活
の早期安定や速やかな復旧が図られます。
▶�問い合わせ　危機管理課(内線281)

市教育委員会では、より良い教育環境を整備するとと
もに質の高い教育を実現するため、このたび「行田市義
務教育学校設置に向けた再編計画〈骨子編〉」を策定しま
した。この計画は本市の今後の学校再編の方向性を示す
ものであり、4つの基本方針（「系統的で連続性のある小
中一貫教育の充実」、「行田ならではの特色ある学校」、「多
様な人間関係を構築できる学習集団の確保」、「豊かな学
びを支える教育環境の整備」）に基づいて学校再編を進め
ていきます。

市では、環境行政の円滑な運営を図るため環境保全に
関する基本的事項を調査審議する行田市環境審議会を設
置しています。
このたび、委員の任期満了に伴い委員を募集します。
▶�応募資格　次の全ての要件を満たしている方
　◦�市内に在住・在勤・在学しており、応募日現在18

歳以上の方
　◦平日昼間開催の会議(年2回程度)に出席できる方
　◦�応募日現在、本市の他の附

ふ
属機関の委員の職にない

方
　◦市職員および市議会議員でない方
▶�募集人数　若干名
▶�任期　委嘱した日から2年
▶�応募方法　住所、氏名、生年月日、電話番号、職業、
応募理由、環境に関する考え(800字程度)を記入した
書類(様式自由)を10月21日㈪(必着)までに持参ま
たは郵送により提出してください。
　�【持参・郵送】〒361―0031 行田市緑町13―12 行田
市環境課
▶�選定方法　書類審査の上決定し、結果は全員にお知ら
せします。
▶�問い合わせ　同課☎556―9530

行田邦子市長が「グッドエイジャー賞」
を受賞しました

行田在来枝豆「さきたまめ」を
PRしました

株式会社イズミと災害時応援協定
を締結しました

9月2日、県内の救急医療の充実に大きく貢献した団
体として、市消防本部が令和6年度救急医療功労者等知
事表彰を受賞しました。
救急現場での活動時間および搬送時間を短縮できた功
績が高く評価されました。今後も救急業務の充実、強化
に努めてまいります。
▶�問い合わせ　消防総務課☎550―2120

八木原理事長（左）から賞状を受け取る行田市長左から関和さん、行田市長、渡辺さん、大野知事、小林さん、小松さん 協定を締結した久保代表取締役（左）と行田市長

大野知事（右）から賞状を受け取る
行田市消防本部野口次長兼消防署長

救急医療功労者等知事表彰を受賞

行田市環境審議会委員を募集します

▶�計画の概要　
本計画では、将来ビジョンとして「20年後も持続可能
な学校」を掲げています。このビジョンを実現するため、
4つの基本方針の下再編を進め、令和16年度までに3
校の義務教育学校を設置することを目指します。詳細は、
市ホームページまたは市政情報コーナーで閲覧できます。
▶�問い合わせ　教育総務課学籍・学校再編
担当☎556―8311

7月18日、埼玉地区在住のジェットスキー・レー
サーの金子真珠さんがWGP#1 WATERJET WORLD 
SERIES 2024大阪大会の優勝報告に市役所を訪問しま
した。
金子さんは、日頃利根川の赤岩付近で練習を重ねてお
り、高校卒業後から本格的に競技に参戦したそうです。
2021年からは海外の大会にも毎年参戦し、上位の成績
を挙げています。「男性ばかりの世界ですが、ジェット
スキーの楽しさをみんなに広めたい。そのた
め日本戦だけではなく海外戦でも活躍し、多
くの人にジェットスキー競技の魅力を伝えて
いきたい」と抱負を語ってくれました。
▶�問い合わせ　スポーツ振興課☎556―
8336

大会の優勝報告をする金子さん（左）と行田市長

9月定例市議会で同意を得て、
教育委員会委員として田口路子氏
(栄町)が新たに任命されました。
▶�問い合わせ　教育総務課総務担
当☎556―8311

昨今、他自治体で職員の氏名や顔写真がインターネッ
ト上に公開されるなどの被害が問題となっており、名札
の表記を見直す自治体が増えています。
そこで、本市も職員が安心して働くことができる環境
を整備するとともに、来庁する皆さんにとって分かりや
すい表記とするため、名札を「名字のみ」に変更します。
皆さんのご理解をよろしくお願いします。
▶�変更時期　10月から
▶�変更内容　職員の名札を名字(漢字およびひらがな)
のみ記載し、顔写真のないものにします。
▶�問い合わせ　人事課(内線209)

田口路子氏が教育委員会委員に
任命されました

職員の名札をフルネームから
「名字のみ」に変更します
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第２期納期限　10月31日㈭
受益者負担金は、下水道供用開始となった時点で、使用の有無を問わず土地の面積に応じて賦課されます。この負

担金の納付には便利な口座振替をご利用ください。また、期限内の納付が困難な場合は、納付相談をご利用ください。
なお、負担金賦課区域内の土地で売買・相続などにより受益者の変更があった場合は、下水道課までご連絡ください。

▶問い合わせ 同課業務担当☎564―0303

※令和7年3月1日以後に使用を開始した方は、
　令和7年3月以後の検針から新料金となります。

新下水道使用料の適用時期
市では、検針および料金徴収を2カ月ごとに行ってい

ます。
このため、奇数月と偶数月に検針する地区があります。
新しい使用料の適用時期は次のとおりです。
　奇数月の検針地区は、令和7年5月検針分から
　偶数月の検針地区は、令和7年6月検針分から
なお、下水道使用料の請求は、検針月の翌月になります。

▶問い合わせ 下水道課☎564―0303

　下水道使用者の皆さんにはご負担をお掛けしますが、ご理解とご協力をお願いします。

▶改定内容　下水道使用料の一律２０パーセントの値上げ
 　　※水道料金の変更はありません。
▶改定理由　 　市の下水道事業は、水道事業と同様に、事業に伴う収入（使用料）によって経費を賄い、自立性をもっ

て事業を継続していく独立採算制が適用されています。
 　　 　しかしながら、下水道管やポンプ場施設の老朽化に伴う改築・更新費用の増加、物価高騰に伴う維持管

理費の上昇などにより、下水道サービスを継続的かつ安定的に提供するためには、使用料だけでは賄いき
れず、市の一般会計から補填しており、独立採算制が実施できない状況です。

 　　 　そうしたことから、引き続き維持管理費用の軽減や下水道計画の見直しなどの経営努力に取り組みます
が、下水道使用料の改定は経営上必要不可欠な状況であることから、20パーセントの値上げを行うもの
です。

　令和7年4月1日採用の職員を次のとおり募集します。
▶募集職種　
　【新卒枠】一般事務職、一般事務職(障がい者)、土木技術職、建築技術職、保健師、社会福祉士、保育士、消防職
　【社会人経験枠】土木技術職、建築技術職、保健師、保育士
　※受験条件や募集人数など詳細は、市ホームページをご覧ください。
▶試験内容など　

　※試験内容などは変更する場合があります。
▶申し込み　行田市電子申請・届出サービスで申請してください。
▶問い合わせ　人事課人事給与担当(内線208)

試　験 内　容 日　程 会　場

第1次 動画投稿面接試験 申込完了後～ 10月31日㈭ ̶

第2次 筆記試験 12月1日㈰ 商工センター他

第3次 人物試験 詳しくは第2次試験合格者にお知らせします

地域の農業の維持・発展のための「地域計
画」策定に向けた意見交換会を開催します

令和7年3月1日から下水道使用料を改定します

下水道事業受益者負担金をお支払いの方へ

職員採用試験(後期日程)を実施します

検針月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

奇数月

偶数月

旧使用料旧使用料

旧使用料旧使用料

新使用料新使用料

新使用料新使用料

検針日検針日

検針日検針日

検針日検針日

検針日検針日

検針日検針日

検針日検針日

•2カ月で40㎥使用した場合の使用料

16㎥まで(基本料金) 708円×2カ月＝ 1,416円
16㎥を超え40㎥まで(超過料金) 126円×24㎥＝ 3,024円
 (小計　4,440円)
消費税(10％ ) 444円

 合計 　4,884円
※40㎥とした理由
　一般家庭の平均的な1カ月当たりの使用水量が20㎥
　であるため。

水 量 区 分 排　出　量 現 行 改 定 後

基本料金 0㎥　～　8㎥ 590円 708円

超過料金
(1㎥当たり)

9㎥　～　30㎥ 105円 126円

31㎥　 ～　50㎥ 125円 150円

51㎥　～　100㎥ 135円 162円

101㎥　～　200㎥ 150円 180円

201㎥　～　500㎥ 160円 192円

501㎥　～　1,000㎥ 170円 204円

1,001㎥　～ 180円 216円

水 量 現行使用料 改定後使用料 増 加 額

16㎥ 1,298円 1,557円 259円

20㎥ 1,760円 2,112円 352円

30㎥ 2,915円 3,498円 583円

40㎥ 4,070円 4,884円 814円

50㎥ 5,225円 6,270円 1,045円

60㎥ 6,380円 7,656円 1,276円

70㎥ 7,755円 9,306円 1,551円

80㎥ 9,130円 10,956円 1,826円

90㎥ 10,505円 12,606円 2,101円

100㎥ 11,880円 14,256円 2,376円

200㎥ 26,730円 32,076円 5,346円

500㎥ 77,330円 92,796円 15,466円

1,000㎥ 165,330円 198,396円 33,066円

下水道使用料金表(1カ月分) (消費税別) 下水道使用料早見表(2カ月) (消費税込)

例）計算方法

地区 開催日 開始時間 会場

長野 10月22日㈫ 午後6時 長野公民館

下須戸 10月24日㈭ 午後6時 太田公民館

小敷田・中里
皿尾・上池守
下池守・和田
忍・佐間・谷郷

10月29日㈫ 午後6時 忍・行田公民館

北河原・酒巻
南河原・犬塚
馬見塚・中江袋

11月1日㈮ 午後6時 南河原公民館

下中条・須加 11月5日㈫ 午後6時 須加公民館

小見・白川戸
荒木・斎条 11月7日㈭ 午後6時 荒木公民館

小針・若小玉
藤間・真名板
関根

11月12日㈫ 午後6時 太田公民館

渡柳・利田
埼玉・野 11月14日㈭ 午後6時 埼玉公民館

下忍・堤根
樋上・持田
太井・前谷

11月15日㈮ 午後6時 市役所

「地域計画」は、地域の農業を維持し、これからの地域
農業の姿を耕作者や農地をお持ちの方が話し合い、地域
で将来の農地利用を考え、作り上げていくための計画で
す。
そこで、耕作者や農地をお持ちの方が感じる不安や課
題、将来的な希望などを知るために地域ごとに意見交換
会を開催します。

▶ 対象　耕作者、農地をお持ちの方
▶ その他　事前申し込みは不要です。直接会場にお越し
ください。
▶ 問い合わせ　農政課農業振興担当☎580―3013

▶ 地区ごとの開催日および会場　

　浄化槽は、微生物の働きにより、トイレなどから出た
汚水をきれいにして水路や河川へ放流するための設備
で、通常、庭先や駐車場の下に埋められています。地面
に2、3個並んだマンホールのふたや空気を送る機器（ブ
ロア）がある家庭では、この浄化槽を使用しています。
　浄化槽を使用している方は「年3～ 4回の保守点検（機
器の点検・調整や消毒薬の補充）」、年1回の「清掃（浄化
槽の内部にたまった固形物などの引き抜き）」の他に、年
1回の「定期水質検査」の受検が法律により義務付けられ
ています。「定期水質検査」は、浄化槽からの放流水など
をチェックして、浄化槽が十分に浄化機能を発揮してい
るかを検査する健康診断のようなものです。検査結果は、
使用している方と行政機関に通知されます。また、必要
に応じて行政機関から保守点検業者にも通知され、普段
の維持管理に生かされます。
　現在、家庭からの生活排水が川の汚濁原因の7割以上
を占めています。浄化槽を安心して使い、地域の水環境
を良好に保つために、知事指定検査機関の（一社）埼玉県
浄化槽協会、または契約している保守点検業者・清掃業
者に連絡し、定期水質検査を必ず受けるようにしましょ
う。

▶定期水質検査の手数料（非課税）
　【10人槽以下（家庭用浄化槽）】5,000円
　※ 11人槽以上は（一社）埼玉県浄化槽協会までお問い

合わせください。
▶問い合わせ　同協会法定検査部☎501―5707

10月1日は浄化槽の日です
年1回定期水質検査を受けましょう
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ヤングケアラー家庭などに対し、掃除や調理、洗濯などの家事支援を行う支援員(有償ボランティア)を養成するため、
「ヤングケアラー家庭等家事支援員養成講座」を開催します。
子どもの負担を少しでも軽減し、安心して生活できる地域づくりに向けて支援に協力いただける熱意ある方を募集

します。
ヤングケアラー家庭等家事支援員として家庭へ訪問する際は、社会福祉協議会の職員も同行しますので、安心して

活動できます。また、活動保険の加入や活動に対する謝礼(1時間当たり1,000円)も支給します。

ヤングケアラーとは、「本来大人が担うと想定されている家事や家族の世話などを日常的に行っている子ども」
のことをいいます。ヤングケアラーの中には、勉強や睡眠、友人と遊ぶ時間など自分の時間が十分に取れない子
どもや、ケアについて相談できる人がいなく、負担や孤独を感じている子どもがいます。

9月7日、「みらい」文化ホールで令和6年度敬老祝賀式典が行わ
れました。当日は、敬老模範家庭6世帯および金婚夫婦148組の方々
が表彰され、行田市長から表彰状と記念品が贈呈されました。
また、式典後は、忍小学校吹奏楽部および落語家春風亭柳太郎さ

んによるアトラクションが行われ、会場は大いに盛り上がりました。

市内在住の高齢者の状況(9月1日現在)
•最高年齢…108歳
•100歳以上…58人
•75歳以上…14,082人
•65歳以上…25,825人
•高齢化率(65歳以上の方の割合)…33.06パーセント

▶問い合わせ　高齢者福祉課高齢福祉担当(内線239)

10月１日から星河・荒木・南河原地区を担当する新たな地域包括支援センター (※)が、「地域包括支援センター緑
風苑第二」に決まりました。
「地域包括支援センター緑風苑第二」は社会福祉法人清幸会が受託し運営、事務所は暫定的にケアハウス緑風苑内(須
加地内)に設置しています。今年度中に、担当する地区内(星河・荒木・南河原地区) のいずれかに事務所を設置する
予定です。
※地域包括支援センター…高齢者の総合相談窓口

大地震に備えて、全国瞬時警報システム(Jアラート)
による緊急地震速報訓練を次のとおり実施します。市内
152カ所にある防災行政無線から訓練放送が流れますの
でご留意ください。※Jアラートとは、国が把握した時
間的に余裕がない緊急情報を市町村の防災行政無線など
を利用して瞬時に伝達するシステムです。
▶放送日時　11月5日㈫ 午前10時ごろ

▶10月１日からの地域包括支援センター担当地区　
地域包括支援センター 担当地区

地域包括支援センター緑風苑第二(新規)
☎501―8307 星河、荒木、南河原

機能強化型地域包括支援センター緑風苑
☎557―3611 須加、北河原、長野、佐間の一部(一旭、二旭、向町、緑町)

地域包括支援センター壮幸会
☎552―1123

太井、下忍、持田の一部(持田五丁目、持田砂原、菊野台、持田西、
三井砂原、三持田西部、前谷)
※棚田町三丁目は太井に含む。

地域包括支援センターふぁみぃゆ
☎558―0088 埼玉、太田、佐間の一部(大町、一佐間、二佐間、神明、三間)

地域包括支援センターほんまる
☎578―7761

忍、行田、星宮、持田の一部(菅谷、一持田北、一持田南、県営
持田団地、持田長町、二持田第一、二持田第二、二持田蔵場、三
持田大宮口、三持田東部、駒形、西駒形)

▶問い合わせ　高齢者福祉課地域包括ケア担当(内線278)

ヤングケアラー家庭等家事支援員養成講座を開催します

敬老祝賀式典を開催しました

緊急地震速報訓練を実施します

星河・荒木・南河原地区担当の新たな地域包括支援センターが決まりました

栗原栄さん、久美子さん(金婚夫婦代表受領)

忍小学校吹奏楽部による演奏

南河原

北河原

星河

須加

荒木

長野
太田

埼玉下忍

太井 佐間
持田

忍

星宮

行田

ほんまる
地域包括支援センター

住所：本丸18ー3

緑風苑第二
地域包括支援センター

※令和６年度中に担当地区内
( 星河・荒木・南河原 ) に事務所
設置予定

住所：須加1563

緑 風 苑
機能強化型
地域包括支援センター

住所：須加1563

壮 幸 会
地域包括支援センター

住所：下忍1162ー14

ふぁみぃゆ
住所：下須戸65ー1

地域包括支援センター

▶ 放送内容　「こちらは防災行田です。ただ今から訓練
放送を行います」→(緊急地震速報チャイム音)→「緊
急地震速報。大地震です。大地震です。これは訓練放
送です」(※3回繰り返し)→「こちらは防災行田です。
これで訓練放送を終わります」
▶問い合わせ　危機管理課(内線282)

▶日時・場所など　
日　　時 場　　所 主　な　内　容

10月23日㈬
午後1時30分～ 4時

商工センター
403研修室 講義

•オリエンテーション
•ヤングケアラー支援の必要性と理解

10月24日㈭
午後1時30分～ 4時

商工センター
403研修室 講義

•訪問時の注意点と関わり方
•家事支援の提供内容・提供方法

10月28日㈪
午後1時30分～ 3時30分

商工センター
ホール

実技 •救急時の対応(救急救命講習)
講義 •講座修了からサービス提供までの流れ

※ 介護福祉士や訪問介護員(ホームヘルパー )などの資格を有する方、介護職員初任者研修を修了した方は、2日目の
科目を受講しなくても活動できます。

▶対象　
•子どもの支援に関わっていただける方、地域での支えあいや助けあい活動をしていただける方、熱意のある方
•原則として3日間の研修に参加できる方(3日間参加できない場合は要相談)

▶定員　20人(先着順)
▶ その他　既に「いきいき・元気サポーター」として登録済みで受講を希望される方は、行田市社会福祉協議会(☎557
―5400)にご連絡ください。

▶申し込み　10月18日㈮までに、行田市電子申請・届出サービス、直接または電話で地域共生社会推進課
▶問い合わせ　同課地域共生社会推進担当(内線354)
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▶問い合わせ　同課統計担当（内線322・319）

60年以上県民の皆さんに愛されている商品で、埼玉県の観光情報をはじめ、テレホンガイドや路線図、県内対象施
設で使用できる「ちょっ得」パスポートなど生活に便利な情報が満載の手帳です。今年は新しくミントブルーが発売さ
れます。
▶ 販売期間　10月16日㈬～令和7年2月28日㈮午前8時30分～午後5時15分（土・日曜日、祝日を除く)
　※在庫がなくなり次第、販売終了となります。
▶販売場所　広報広聴課

一般財団法人自治総合センターでは、宝くじの社会貢
献広報事業として、地域住民の自主的なコミュニティ活
動の促進と自治意識の向上を目的に、宝くじの受託事業
収入を財源としてコミュニティ助成事業を実施していま
す。
今年度、この宝くじの助成金を受けて、市内の自治会
が備品整備を行いました。新たに整備された備品などを
活用することで、長期的で持続可能なコミュニティづく
りを進めていきます。

元内大手自治会
　住民同士の交流を促進するため太鼓やテントなどの整
備を行いました。

▶問い合わせ 地域活動推進課自治振興担当(内線251)

宝くじ助成を活用した地域の
コミュニティづくり

2025年(令和7年)版埼玉県民手帳を販売します

価　格 規　格 表 紙 色 備　　考

600円
（税込み） 14×9㎝

ネイビー ・月間予定表：升目式
　（2024年版と同様）
・表紙カバー：差し込み式ミントブルー

市営住宅の入居者を募集します(定期・随時)

住宅名 号棟 所在地 階数 募集戸数 間取り（畳数） 家賃の目安(月額)

単

身

可

小橋 3号棟 谷郷3―5 5階 1 3DK(6･4.5･5) 11,100円～ 32,100円

佐間 2号棟 佐間1―5―3 2階 1 3DK(4.5･6･4.5) 14,000円～ 33,200円

荒木 1号棟 荒木1077 4階 1 3DK(6･6･5) 16,000円～ 33,900円

中斉 1号棟 長野3―12―35 4階 1 3DK(5･4･6) 20,600円～ 43,100円

斎条 3号棟 斎条501―1 3階 1 3DK(5･4･6) 22,800円～ 47,200円

新屋敷 ― 南河原1980 3階 1 3LDK(6･6･5) 24,000円～ 47,700円

・申し込み　 募集案内(申込書)に必要事項を記入の上、必要書類を添えて11月1日㈮～ 29日㈮(消印有効)に郵送で
埼玉県住宅供給公社熊谷支所

随時募集(電話申し込みにより先着順で入居)
・入居予定日　【11月申し込み】令和7年2月3日㈪ 【12月申し込み】令和7年3月4日㈫
・募集住宅　　　

住宅名 号棟 所在地 階数 募集戸数 間取り（畳数） 家賃の目安(月額)

単

身

可

竹の花 ― 桜町1―4―8 5階 1 2UDK(6･6) 10,400円～ 22,400円

荒木 1号棟 荒木1077
3階 1 3DK(6･6･5) 16,000円～ 33,900円

4階 1 3DK(6･6･5) 16,000円～ 33,900円

斎条 1号棟 斎条404―1 3階 1 3DK(5･4･6) 22,800円～ 47,200円

・申し込み　11月1日㈮～ 12月27日㈮に電話で埼玉県住宅供給公社熊谷支所

▶主な応募資格
　　　　　　・市内に在住または在勤であること
　　　　　　・現に住宅に困っていること
　　　　　　・市税を完納していること
　　　　　　・申込者または同居者が暴力団員でないこと
　　　　　　・ 収入月額が158,000円以下(高齢者世帯、義務教育が終了するまでの方がいる世帯などは214,000円

以下)
▶そ の 他　・募集案内(申込書)は11月1日㈮から営繕課、市役所本庁舎受付、南河原支所で配布します。
　　　　　　・応募資格、募集する住戸の詳細は募集案内(申込書)や市ホームページをご覧ください。
　　　　　　・定期募集と随時募集を同時に申込みすることはできません。
▶問い合わせ　埼玉県住宅供給公社熊谷支所☎577―6043

定期募集(住宅困窮度判定による入居)
・入居予定日　令和7年2月3日㈪
・募集住宅

※U…2畳半程の納戸

いきいき元気・サポーターの活動について
　ボランティアとして活動する「いきいき・元気サポー
ター」は、高齢者をはじめとした市民の皆さんのゴミ捨
てや掃除などの日常生活の困り事の支援をしています。
　内容によって各地域の中に入って活動する場合もあり
ます。活動中は写真のようなベストを着用していますの
で、地域内での活動にご理解とご協力をお願いします。

▶問い合わせ 高齢者福祉課高齢福祉担当(内線225)

▶日　　時　 11月16日㈯午前10時～午後0時15分
（午前9時30分から受け付け）

▶場　　所　行田グリーンアリーナ
▶内　　容　 風船バレー、卓球バレー、ボッチャ、STT、

フライングディスクなど
▶対　　象　市内在住・在勤・在学の障がい者（児）
▶参 加 費　無料
▶持 ち 物　運動しやすい服装、タオル、上履き
▶そ の 他　 当日のボランティアを募集しています。協

力していただける方は10月31日㈭までに
行田市社会福祉協議会（☎557―5400）へ
お申し込みください。

▶申し込み　 福祉課で配布している参加申込書に必要事
項をご記入の上、10月31日㈭までに直接
同課へ提出してください。

▶問い合わせ 同課障がい福祉担当（内線258）【FAX】554
　　　　　　―6701

第26回行田市障がい者（児）スポーツ
レクリエーション大会を開催します

▶日　　時　11月7日㈭午後1時30分～ 3時40分
▶場　　所　「みらい」文化ホール
▶作品内容　 今もなお、唯一無二の詩や物語で世界中か

ら愛されている宮沢賢治。生前彼は無名の
作家のまま、37歳という若さでこの世を
去った。彼の生涯を父親の視点から家族を
巡る物語として描き出す親子愛の物語。（出
演：役所広司、菅田将暉、森七菜、豊田裕大、
坂井真紀、田中泯、益岡徹、池谷のぶえ他）

▶対　　象　市内在住・在勤の方
▶定　　員　500人（入場整理券が必要）
▶入 場 料　無料
▶主　　催　 行田市教育委員会、行田市人権教育推進協議会
▶申し込み　 10月9日㈬から生涯学習課で入場整理券

を配布※なくなり次第終了
▶問い合わせ 同課☎556―8319

令和6年度第3回行田市人権教育講座
人権啓発映画「銀河鉄道の父」上映会

10月は里親月間です  里親になりませんか
　さまざまな事情により、家庭で生活することができな
い子どもたちが、現在県内で約1,800人います。
　里親は、家庭で暮らすことのできない子どもたちを温
かく見守り、養育する方のことです。里親になり子ども
を育てることは、特別なことのように見えますが、実際
に子どもを預かっている里親は、「親子として」地域の中
で一般家庭と同じ生活をしています。
　もっと多くの子どもたちが温かい家庭の中で生活でき
るよう、県では里親を募集しています。里親制度につい
て興味を持たれた方は、お気軽にお問い合わせください。

▶問い合わせ 埼玉県熊谷児童相談所☎512―4152
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▶日　　時　 10月19日㈯午後2時開演（午後1時15分から受け付け）
▶場　　所　「みらい」文化ホール
▶内　　容　 地域安全功労者表彰、防犯ポスター優秀賞表彰、行田市

地域安全推進連絡協議会星宮支部による防犯活動事例発
表、行田警察署による防犯講演、犯罪被害者ご家族によ
る基調講演

▶主　　催　行田市防犯協会
▶共　　催　 行田市、行田警察署、行田市暴力排除推進協議会
▶そ の 他　大会終了後、遊技業防犯協力会による大抽選会があり

ます。
▶問い合わせ 行田市防犯協会☎553―3531

行田市防犯のまちづくり・暴力追放市民大会
を開催します

　令和6年10月1日から埼玉県最低賃金
は時間額1,078円（引き上げ額50円）とな
ります。埼玉県最低賃金は、賃金の最低限
度を定めるもので、年齢や雇用形態に関係
なく、パートや学生アルバイトを含め、県
内の事業場で働く全ての労働者に適用され
ます。使用者も労働者も、賃金額が1時間
当たり1,078円以上かどうか必ず確認し
ましょう。

▶問い合わせ  埼玉労働局労働基準部賃金室
☎048―600―6205

埼玉県最低賃金の改正の
お知らせ

ラウンドフィットネス®とは、円状に交互配置された油
圧式トレーニングマシンとステップ台を使用し、リズムに
合わせて順次運動して回るサーキットトレーニングです。
　気軽に短時間で運動できますので、この機会に体験し
てみませんか。

▶開催時間　午前9時～午後9時（最長60分）
▶場　　所　行田グリーンアリーナトレーニング室
▶参加条件　 初回参加者は事前予約制のラウンドフィッ

トネス®体験会を受講してください。
　　　　　　※ トレーニング室登録者およびトレーニン

グの経験者は受講不要
▶体験会時間  ①午前9時30分②午前11時30分③午後

1時④午後3時30分⑤午後5時30分⑥午
後8時※所要時間は20分程度

▶参 加 料　 200円（市外在住の方は300円）※トレー
ニング室の利用券購入者は無料

▶持 ち 物　運動しやすい服装、屋内履きの運動靴
▶申し込み・問い合わせ　同施設☎553―3377

体験してみませんか
「ラウンドフィットネス®」

心が豊かになる地域づくり担い手塾
▶日　　時　11月8日㈮午前9時30分～正午
▶場　　所　コミュニティセンターみずしろ
▶内　　容　 吉田二郎さん(NPO法人地域環境緑創造交

流協会事務局長)による講演「心が豊かに
なる地域づくり～市民と行政がタッグを組
んで～」や市民活動団体による協働事例紹
介、参加者の交流会など

▶対　　象　50歳以上の方
▶定　　員　20人(先着順)
▶共　　催　 公益財団法人いきいき埼玉、行田市市民活

動サポートセンター
▶申し込み　 行田市電子申請・届出サービスまたは電話

で地域活動推進課(内線253)
▶問い合わせ  行田市市民活動サポート
　　　　　　センター☎598―8616

▶主　　催　埼玉県、埼玉県教育委員会、行田市、行田市教育委員会、行田市文化団体連合会、
 　　埼玉県芸術文化祭実行委員会、(公財)行田市産業・文化・スポーツいきいき財団
▶主　　管　埼玉県芸術文化祭行田市実行委員会
▶そ の 他　展示、体験コーナーを予定していた行田フラワーデザイン協会は、都合により不参加となりました。
▶問い合わせ 埼玉県芸術文化祭行田市実行委員会事務局(生涯学習課内)☎556―8319

埼玉県芸術文化祭2024地域文化事業
市制施行75周年記念 第76回行田市文化祭を開催します

展示部門
日　　時 場　　所 参加団体または内容

11月1㈮～ 4日㈪
午前9時～午後4時
※4日は午後3時まで

産業文化会館ホワイエ 行田市工芸協会カリタスS41、行田市写真連盟、行田市書道
人連盟、美布の会、行田美術会、創美会

産業文化会館管理棟2階 行田絵手紙あおい会、行田市俳句連盟
11月2日㈯～ 4日㈪
午前9時～午後4時
※4日は午後3時まで

産業文化会館玄関ロビー 行田市華道会

10月30日㈬～ 11月10日㈰
午前9時～午後4時
※10日は午後3時まで

郷土博物館 行田市菊花連絡協議会(第50回行田市菊花展)

11月1日㈮午後1時～午後4時、
2日㈯午前9時～午後4時、
3日㈰午前9時～午後3時まで

埼玉公民館 さきたま盆栽会(秋の盆栽展)

大会・発表部門
催し名(団体名) 日　　時 場　　所 備　　考

囲碁大会(行田市碁楽会) 10月26日㈯
午前9時～午後5時 中央公民館2階学習室 参加費1,500円(昼食代含む)

将棋大会(行田市将棋連盟) 10月27日㈰
午前9時～午後5時 中央公民館2階学習室 参加費【小・中学生、高校生、学生、

一般女性】500円、【一般男性】1,000円

茶席(行田市茶道会) 11月3日㈰
午前10時～午後3時

コミュニティセンターみずしろ
（2階茶室、大広間) 茶券1,000円

ステージ発表
(行田ハーモニカソサエティー )
(行田詩吟連盟)
(行田市フラダンス連盟)
(行田市民謡協会)

11月23日㈯
午後1時開演 「みらい」文化ホール 無料

体験コーナー ～作品づくりの体験～
催し名(団体名) 日　　時 場　　所 備　　考

行田絵手紙あおい会 11月3日㈰
午前10時～正午 産業文化会館管理棟2階

当日受け付け、参加費無料
※材料がなくなり次第終了行田市工芸協会カリタスS41(押し花、

五つ葉クローバーの栞など)

11月3日㈰
午前10時～正午、
午後1時～ 3時

産業文化会館ホワイエ

10月 11月・12月

行田の秋はイベント満載行田の秋はイベント満載
～行田市制施行75周年記念～

ぜひお出かけください！

５日㈯　
行田花手水タウン
特別企画

５日㈯　
10/8は「足袋の日」
行田足袋の日イベント

13日㈰　
田んぼアート稲刈り体験 
スマート農業実演見学

11月17日㈰　
第45回行田商工祭・
忍城時代まつり

数々の賞を受賞したライトアッ
プに加え、花手水人力車(正午
から開始)も登場！
▶時間　日没～午後8時
▶ 場所　忍城址、行田八幡神社、
前玉神社、忍城址と行田八幡
神社周辺の店舗・民家

▶問い合わせ　商工観光課

日本遺産、足袋蔵の内部を公
開！足袋蔵を活用しての書道
アート、十二単ショー、忍町アー
トカフェなどイベントを多数開
催！
▶時間　午前10時～午後4時
▶ 場所　中心市街地(スタート
地点は日本遺産ガイダンスセ
ンター他)

▶問い合わせ　文化財保護課

５日㈯　
日本遺産イベント
足袋蔵めぐりスタンプラリー

トークイベント
山中一馬さん(金春流能楽師)に
よるトークイベント「能と足袋」
を開催！
▶時間　午後2時～ 3時30分
▶場所　商工センターホール
行田足袋販売会
足袋事業者による各種足袋の販
売会を開催！
▶ 場所　商工センターパブリッ
クホール

▶時間　午後1時～ 5時
▶問い合わせ　商工観光課

丁野朗さん(日本遺産観光振興
協会総合研究所顧問)による講
演会を開催！
▶場所　古代蓮会館工作室
▶時間　午後1時30分～ 3時
▶問い合わせ　文化財保護課

13日㈰石川県の日本遺産特別講演会
「日本遺産の魅力～石川県
の日本遺産に寄せて～」

スマート農業機械を使用した実
演見学ができます。
▶ 時間　午前10時15分～ 11
時30分

▶ 場所　古代蓮の里及び東側田
んぼ

▶問い合わせ　農政課
※ 稲刈り体験は、田植えイベント
に参加された方が対象

20日㈰　
行田古墳フェスティバル
埴輪づくり体験、スタンプラ
リー、熱気球体験、キッチンカー
や飲食・物販の出店などを開
催！
▶ 時間　午前10時～午後4時
▶ 場所　さきたま古墳公園 さき
たまテラス周辺

▶問い合わせ　商工観光課
※詳細は7ページに掲載しています。

地元商工業者などによる物産大バ
ザール、アトラクション、武者行
列など楽しいイベントを開催！
▶時間　午前10時～午後4時
▶ 場所　行田市産業文化会館南
側芝生広場周辺

▶ 問い合わせ　第45回行田商工
祭・忍城時代まつり実行委員
会☎556ー 4111

11月16日㈯・12月7日㈯
行田花手水タウン特別企画
忍城プロジェクションマッピング
ショーやイサミコーポレーショ
ンスクール工場特別ライトアッ
プ、甲冑隊と日光江戸村のコラボ
ショー「花演武」などを開催！
▶時間　日没～午後8時
▶ 場所　忍城址、行田八幡神社、
前玉神社、忍城址と行田八幡
神社周辺の店舗・民家

▶問い合わせ　商工観光課
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スマートフォン講習会を開催します
　初心者でも安心してスマートフォンの活用方法を学べ
る講習会を開催します。実際に体験しながら一緒に学び
ませんか。

▶期日・場所 11月～令和7年2月まで
　＜11月・12月の開催スケジュール＞

▶時　　間　午後1時～ 3時
▶内　　容　基本操作とLINE体験
▶定　　員　各講座20人
▶受 講 料　無料
▶そ の 他　・スマートフォンは貸し出します。
　　　　　　・ スケジュールは市ホームページまたは各

公民館に配架するチラシで確認してくだ
さい。

▶申し込み　各公民館
▶問い合わせ 情報政策課(内線331)

史跡探訪　忍城を歩こう
　明治6（1873）年の廃城から150年を迎えた忍城。城
郭の面影をしのぶ建物は解体され、広大な水堀や多くの
水路は姿を消しました。しかし、目を凝らしてみると、
城郭や武家屋敷の名残が神社や寺院、曲がりくねった道
など随所に残されています。
　郷土博物館の学芸員と一緒に古地図を片手に忍城を歩
いて、知られざる忍城の魅力を体感してみませんか。

▶日　　時　 11月30日㈯午後1時30分～ 3時
　　　　　　※荒天の場合は中止
▶集合・解散 郷土博物館内ロビー
▶コ ー ス　 太鼓門跡、成田門跡、熊谷門跡、鷹場跡、

江戸町跡、天満跡、清善寺、新兵衛橋、新
町通り、八幡町などを予定

　　　　　　※雨天の場合、一部変更
▶対　　象　中学生以上
▶定　　員　20人（先着順）
▶そ の 他　動きやすい服装でお越しください。
▶申し込み・問い合わせ
　　　　　　 11月23日㈯正午までに直接または電話で

同館☎554―5911

回 期　　日 場　　所 電話番号

1 11月  1日（金) 南河原公民館 557―3188

2 11月  8日（金) 中央公民館 556―2649

3 11月22日（金) 埼玉公民館 559―0047

4 11月28日（木) 荒木公民館 557―3506

5 12月13日（金) 太田公民館 559―4299

6 12月20日（金) 南河原公民館 557―3188

7 12月27日（金) 太井公民館 553―0766

令和6年度中央公民館実用講座受講生を募集します

▶場　　所　中央公民館または忍・行田公民館
▶対　　象　市内在住・在勤の方※③は小学1～ 3年生、⑤は3歳～ 6歳ぐらいの未就学児
▶受 講 料　無料※④は材料費として1組当たり1,300円
▶そ の 他　・重複申し込み可
　　　　　　・ ②は、当日犬同伴で、登録証(鑑札)と狂犬病予防注射済票の確認をします。確認できない場合、受講

できません。また、一人につき1匹までとします。
▶申し込み　10月8日㈫午前9時から直接、電話、市公式LINEのいずれかの方法により中央公民館
▶問い合わせ 中央公民館☎556―2649

講座名 日　　時 場　所 内　　　容 講　師 定員
(先着順) 持ち物など

① 書道アート講座 11月9日㈯・16日㈯
午前10時～正午 中央公民館第2学習室 文字の枠組みから解き放たれ

たアート作品を作ります。 美蓮さん(彩書家) 20人 ・書道道具(お持ちでな 
　い方は筆のみ)

② 愛犬のしつけ方
講座

12月1日㈰
午前10時～正午
※雨天中止

教育文化センター
東側駐車場

犬の習性やしつけを行うため
の方法を学びます。

宮美代子さん
(JAHA認定イン
ストラクター )

10組 ・排泄物袋、水、おやつ
・首輪またはハーネス着用

③ 小学1・2・3年生
英会話講座

11月9日㈯・16日㈯
午後1時30分～ 3時 中央公民館第2学習室 学校で習う英語ではなく、話

せる英会話を習得します。 篠﨑奈緒さん 15人 ・筆記用具

④ 親子でパン作り
講座

11月30㈯日・12月7
日㈯
午前10時～正午

忍・行田公民館
調理室

可愛い動物の形に成形して、
おいしいパンを作ります。 村山英子さん

8組
(1家族
3人まで)

・エプロン  ・三角巾
・マスク  ・持ち帰り用袋

⑤ 未就学児ダンス
講座

11月10日㈰・17日㈰
午前10時～ 11時

中央公民館
レクリエーション室

ダンスを通じて、表現力・体
力・リズム感を身につけます。 小沢光さん 10人 ・室内用運動靴

・飲み物

清善寺付近の新兵衛橋跡
▶日　　時　 12月1日㈰午前8時10分開会(午前7時から受

け付け)※雨天決行
▶場　　所　総合公園
▶種目・参加資格　
　　　　　　【3,000メートルコース】
　　　　　　 一般男子の部、高校男子の部、　中学生男子の部
　　　　　　 【1,150メートルコース】
　　　　　　 地区スポーツ協会の部、一般男子・女子の部、高

校女子の部、中学生女子の部、小学生男子・女子
の部(市内在学または市内のスポーツ団体に所属
している小学4年生以上)

▶参加規程　1チーム正選手5人、補欠2人まで
▶参 加 費　 1チーム1,000円(保険料など)※申し込み時また

はチーム代表者説明会時にお支払いください。
▶主　　催　行田市スポーツ協会
▶後　　援　 読売新聞さいたま市局、行田市子ども会育成連絡

協議会
▶申し込み　 市ホームページから申し込み用紙をダウンロード

し必要事項を記入の上、10月1日㈫～ 31日㈭に
直接またはＥメールでスポーツ振興課または直接
行田グリーンアリーナに提出してください。

　　　　　　【Eメール】sports@city.gyoda.lj.jp
　　　　　　※ 行田グリーンアリーナは10月15日㈫・28日

㈪は休館
▶問い合わせ 同課☎556―8336

第66回“浮き城のまち行田”
駅伝競走大会参加チームを募集します

　11月3日㈰に彩の国実業団駅伝競走大会が開
催されます。開催に伴い、午前9時30分から10
時30分まで市内を通る国道17号の交通規制を行
います。なお、選手の通過時間により、規制時間
が前後する場合がありますので、ご了承ください。

▶注　　意　 車両の乗り入れは極力避け、交通規
制や迂

う
回
かい
については警察官の指示に

従ってください。
▶問い合わせ スポーツ振興課☎556―8336

“24彩の国実業団駅伝競走大会に
伴い交通規制を実施します

市では、行田らしい良好な景観形成を推進するため、行田市
景観計画の策定を進めています。
このたび、良好な景観を形成するために「みんなで育てる景観
まちづくりのアイデア」をテーマとして、市民の皆さんと協働
で行う景観まちづくりの活動アイデアについて自由に考え、意
見を出し合う場となるワークショップを開催します。

▶日　　時　11月4日㈪午前9時45分～正午ごろ
▶場　　所　商工センターホール
▶申込方法　 10月28日㈪午後5時までに、住所、氏名、日中

連絡の取れる電話番号、Eメールアドレス(任意)
を明記の上（様式自由）、持参、郵送、FAX、Eメー
ル、行田市電子申請・届出サービスのいずれかの
方法により都市計画課に提出してください。

　　　　　　 【持参・郵送】〒361―0038 行田市前谷1―1 都
市計画課　

　　　　　　【FAX】553―4544　
　　　　　　【Ｅメール】toshi@city.gyoda.lg.jp
▶そ の 他　• 参加決定者には電話またはEメールにてご連絡

します。
　　　　　　• ひととき保育（2歳以上の未就学児が対象、無

料）を実施します。希望する方はその旨および
保育を必要とするお子さんの年齢、
人数を明記してください。

▶問い合わせ 同課計画担当☎550―1550

景観に関するワークショップを
開催します

ハロウィンパーティー
行田はちまんマルシェでは、毎年恒例となった

「ハロウィンパーティー」を開催します。
いつものマルシェがハロウィン仕様に変わり、
みんなで楽しめるじゃんけん大会を実施します。
また、小学生以下のお子さんには、お菓子のつか
み取りもご用意します。ご家族やご友人をお誘い
合わせの上、ぜひお越しください。

▶ 日　　時　10月27日㈰午前9時～正午
　　　　　　※雨天の場合、中止　

4周年フェスティバル
行田はちまんマルシェが10月で4周年を迎え
るに当たり、日頃の感謝を込めて、4周年フェス
ティバルを開催します。
当日は、豪華景品が当たる抽選会を開催します。
ご家族やご友人をお誘い合わせの上、ぜひお越し
ください。

▶ 日　　時　11月3日㈰午前9時～正午
　　　　　　※雨天の場合、翌週以降に延期

いずれも
▶場　　所　若葉保育園駐車場（行田11―10）
▶主　　催　行田市はちまんマルシェ実行委員会
▶そ の 他　 駐車場および駐輪場は次の場所をご

利用ください。
　　　　　　 【駐車場】明治安田生命駐車場（行田

17―19）
　　　　　　 【駐輪場】大黒屋駐車場（行田17―

16）
▶問い合わせ 行田はちまんマルシェ
　　　　　　実行委員会事務局（農政
　　　　　　課内）☎580―3013

行田はちまんマルシェ「ハロウィ
ンパーティー」および「4周年
フェスティバル」を開催します

【公式Instagram】
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行政のお知らせ
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さしあげます

ゆずってください

▷テレビ台　▷こたつ　▷二段ベッド(木製)　 ▷折りたたみ式ベッド　
▷ベビーサークル　▷食器棚　▷座椅子　▷置き時計　▽本棚　▷金
庫　▷電気圧力鍋　▷餅つき機　▷冷凍冷蔵庫（2ドア）　▷ガス炊飯器
（プロパンガス用）

▷自転車（大人用）　▷ダンベル　▷蓋付き鍋　▷洋服掛け　▷ポールハ
ンガー　▷ミニ四駆のコース　▷睡蓮鉢　▷アイロン　▷家庭用ミシン　
▷ソファ（2～ 3人用）　▷ダイニングテーブルと椅子　▷プリンター　
▷掛け時計

相　　談 場　　所 期　　　　日 時　　　間 問い合わせ

法律(予約制） 産業文化会館
2階会議室

10月22日㈫ 予約は10月1日㈫から 午前9時30分～正午

地域活動推進課
（内線252）

11月14日㈭ 予約は10月15日㈫から 午後1時30分～ 4時

行政機関に対する
意見・要望

商工センター
201会議室 10月21日㈪ 午前10時～午後3時

消費生活
多重債務 市役所 毎週月～金曜日(祝日を除く） 午前9時30分～正午

午後1時～ 3時30分
消費生活センター
（内線495）

  相続、遺言、離婚、
  日常生活の困り事

コミュニティセンターみずしろ 10月19日㈯※予約制
午後1時～ 4時 埼玉県行政書士会埼北

支部☎564―0104VIVAぎょうだ 11月13日㈬※予約制

夫婦関係・DVなど
（予約制）

※女性相談員対応
VIVAぎょうだ

毎週木・土曜日　
※ 土曜日は市内在住の方を対象に電話相談
も受け付けます。

午後1時～４時
(電話相談は午後1時～ 2時)

VIVAぎょうだ
☎556―9301

人権 地域交流
センター 11月13日㈬ 午後1時30分～ 3時30分 人権・男女共同参画

推進課(内線221）

税務(予約制）
関東信越税理
士会行田支部
（市役所前）

毎週水曜日(祝日を除く)※予約受け付け
は毎週月・水・金曜日（祝日を除く）の
午前10時30分～午後3時30分

午後1時～ 4時
関東信越税理士会
行田支部
☎554―1411

夜間の納付相談 市役所 毎週火曜日(祝日を除く） 午後5時15分～ 7時 収納課（内線236・237）

水道料金の夜間納付 水道庁舎（前谷） 10月22日㈫、11月12日㈫　 午後5時15分～ 7時 水道課☎553―0131

一部の相談についてはメールでの問い合わせもできます。詳しくは市ホームページをご覧ください。

市税の納め忘れはありませんか
　市では、「納税コールセンター」を設置して、電話で市
税などの納付確認と納付の呼び掛けを行っています。納
付が遅れると、督促状などを発送するために多くの経費
（税金)が掛かります。
　市税の納期内納付にご理解とご協力をお願いします。

▶注　　意　 納税コールセンターでは、金融機関名や口
座番号を聞いたり、口座を指定して振り込
みを依頼したりすることはありません。不
審な点がありましたら電話を切り、収納課
へお問い合わせください。

口座振替をご利用ください
　市税は口座振替で納付できます。安心・確実・便利な
口座振替をぜひご利用ください。市内金融機関または市
役所で申し込みができます。

コンビニやスマホ決済アプリで納付できます
　市税はコンビニエンスストアやスマートフォン決済ア
プリで納付できます。休日・夜間、時間を問わずに納付
できますので、ぜひご利用ください。
　なお、納期限を過ぎた納付書など取り扱いができない
場合がありますので、ご注意ください。

納税相談はお早めに
　病気や失業などのやむを得ない特別な事情により納付
が困難な方は、早めにご相談ください。また、通常業務
時間内に来庁できない方のために、次のとおり納税・相
談窓口を開設していますのでご利用ください。

休日夜間　納税・相談窓口の開設
▶休　　日　毎週日曜日の午前8時30分～正午
▶夜　　間　 毎週火曜日の午後5時15分～ 7時※祝日

を除く
▶場　　所　収納課
▶問い合わせ 同課（内線236・237）

  羽生市
第13回「世界キャラクターさみっとin羽生」
▶日　　時 11月23日㈯・24日㈰午前10時～午後3時
▶場　　所　 上川崎公園(羽生市上川崎219―4)、イオ

ンモール羽生西側駐車場(羽生市川崎2丁
目)

▶内　　容　キャラクターたちが大集合します。
▶問い合わせ  世界キャラクターさみっとin羽生実行委員

会事務局(羽生市観光プロモーション課内)
☎560―3119

  加須市
KAZOLING CYCLE RALLY 2024
▶期　　間　10月6日㈰～ 11月15日㈮
▶内　　容　 期間中にラリーポイントを自転車で巡り、

4カ所以上のキーワードを集めた方に抽選
で賞品をプレゼントします。

　　　　　　※ 応募には、集めたキーワードと「ラリー
ポイントと自転車が一緒に写っている写
真1枚」の提出が必要

▶そ の 他　 抽選参加方法や賞品などは、加須市ホーム
ページをご覧ください。

▶問い合わせ 加須市観光振興課☎0480―62―1111

北彩タウン報情
～でかけませんか となりまち～

　毎年9月から10月の2カ月間は、総務省が定めた「行政相談
月間」です。これに伴い、次のとおり特設会場を設置し、同省
関東管区行政評価職員と共に相談を受け付けます。

▶日　　時　10月21日㈪午前10時～午後3時
▶場　　所　商工センター 201会議室
▶内　　容　 年金や医療保険、生活保護、雇用、道路（国道）な

ど、主に国の行政の仕事について「分からない」「説
明に納得できない」「処理が間違っているのでは
ないか」といった苦情や意見、要望を受け付けます。

▶行政相談委員 河野恭男さん、富田祐子さん、風間祥一さん

行政苦情110番
　総務省関東管区行政評価局でも相談を受け付けています。

　【電話】0570―090110
　【FAX】048―600―2336

定例行政相談
　毎月1回、主に国の行政機関に関する苦情や意見、要望など
を聴き、その解決や実現を図っています。

▶場　　所　産業文化会館第1会議室

▶問い合わせ 地域活動推進課くらし安心担当（内線252）

納付書や口座振替で納めていただく方（普通徴収)

市県民税・・・・・・・・・・・・・・・・3期
国民健康保険税・・・・・・・・・・・・・4期
介護保険料・・・・・・・・・・・・・・・4期
後期高齢者医療保険料・・・・・・・・・・4期

納期限　10月31日㈭
・ 市税などの納付には、｢安心！確実！便利！｣な
　口座振替をご利用ください。
・納付の相談は随時窓口で実施しています。

▶問い合わせ 収納課(内線236・237)

年金からあらかじめ差し引かれる方（特別徴収)

10月支給の年金から差し引きます。
　①市県民税
　②国民健康保険税
　③介護保険料　
　④後期高齢者医療保険料
▶問い合わせ ①税務課(内線231)
　　　　　　②健康課(内線271)
　　　　　　③高齢者福祉課(内線277)
　　　　　　④健康課(内線227)

納期のお知らせ（10月分） 特設行政相談会を開催します
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在宅医療窓口

赤ちゃんクラス (申し込み不要)
日　　時　10月21日㈪午前9時30分～11時
内　　容　お子さんの体重測定や育児相談
対　　象　 4カ月未満のお子さんとその保護者

離乳食(初期)教室(要申し込み)
日　　時　 10月22日㈫午前10時30分～ 11時30

分(午前10時15分から受け付け)
対　　象　 4～6カ月のお子さんとその保護者（保護

者のみの参加可）

離乳食(中期)教室(要申し込み)
日　　時　 10月23日㈬午前10時30分～11時30分

(午前10時15分から受け付け)
対　　象　 7～8カ月のお子さんとその保護者(保護

者のみの参加可)

乳幼児相談 (要申し込み)
日　　時 10月29日㈫午前9時30分～ 11時30分
対　　象　就学前のお子さんとその保護者

乳幼児健診など
事 業 名　 4カ月児健診、離乳食(初期)教室、1歳6

カ月児健診、2歳児歯科健診、3歳児健診
そ の 他　 対象者には通知します。転入されたお子

さんで、前住所地で受診していない方は
こども家庭センターにご連絡ください。

問い合わせ　同センター☎579―8033

　病院に連れて行こうか迷ったときや受診できる医療
機関を知りたいときの全国共通ダイヤルです。また、
県では、「埼玉県AI救急相談」を実施しています。
https://www.pref.saitama.lg.jp/a0703/aikyukyu.html

 #7119（365日24時間対応）

おとなの健康

休日急患診療

期　日 医療機関名 電話番号

10月20日（日) 清幸会行田中央総合病院 553―2000

10月27日（日) 壮幸会行田総合病院 552―1111

11月  3日（日) 清幸会行田中央総合病院 553―2000

11月  4日（月) 壮幸会行田総合病院 552―1111

11月10日（日) 壮幸会行田総合病院 552―1111

　休日や祝日の急な病気やけがのときは次の医療機関
をご利用ください。

診療時間　午前10時～午後5時
診療科目　内科、小児科、外科
※ 医療機関が変更されることがありますので、事前に
問い合わせてください。

「病気があるが、足が不自由で通院できない」「寝たき
りの家族がいて床ずれが心配」などの相談があるとき
・ 行田市在宅医療・介護連携支援センタ―　
　☎553―2003
・ 相談時間　午前9時～午後5時　
　※土・日曜日、祝日、年末年始を除く

「歯科医院への通院が困難」「訪問歯科診療を行ってい
る歯科医院が知りたい」などの相談があるとき
・在宅歯科医療推進窓口☎080―1391―8020
・ 相談時間　午前10時～午後3時（正午～午後1時を
除く）※土・日曜日、祝日、年末年始を除く

健康相談（要申し込み）
日　　時　10月23日㈬
　　　　　※ 時間は申し込みの際にお知らせします。
場　　所　保健センター
内　　容　 保健師、栄養士、歯科衛生士による食事、

生活習慣、歯の健康についての相談
問い合わせ　健康課☎553―0053

保 健 室保 健 室
みんなのみんなの

問い合わせ 健康づくり課（保健センター内）
長野2－3－17  T E L：５５３－００５３  ＦＡＸ：５５５－２５５１

子どもの健康

日　　時　① 10月18日㈮午前10時～ 11時30分
　　　　　　(午前9時30分から受け付け）
　　　　　② 10月29日㈫午前10時～ 11時30分
　　　　　　(午前9時30分から受け付け)
　　　　　※一日のみの参加は不可
場　　所　①行田グリーンアリーナメインアリーナ
　　　　　②行田グリーンアリーナ剣道場
内　　容　 県民健康福祉村の協力により、体力測定で

自身の体力年齢をチェックし、それぞれに
合った運動方法を確認する。結果説明会で
は、気軽に続けられる運動実習を実施し、
運動機能の維持増進のポイントを学習する。

対　　象　市内在住の方
定　　員　30人(先着順)
費　　用　無料
持 ち 物　筆記用具、室内用運動靴、飲み物、タオル
申し込み　 行田市電子申請・届出サービス、直接また

は電話のいずれかの方法により健康課
問い合わせ　同課☎553―0053

子どもの健康についての問い合わせ
こども家庭センター（保健センター内）
長野2ー3ー17　TEL：579－8033

おとなの健康についての問い合わせ
健康課（市役所４番窓口）
本丸2ー5　TEL：553－0053

親子の歯科健診・ヤング歯科健診・ママパパ歯科健診
日　　時　 10月24日㈭午前9時～ 10時45分(15分

ごとの予約制)
場　　所　保健センター
内　　容　 歯科健診、位相差顕微鏡による口腔内細菌

の確認(希望者のみ)
対　　象　市内在住で次のいずれかに当てはまる方
　　　　　・ 就学前のお子さんとその保護者(健診は

保護者のみでも可)
　　　　　・20～ 39歳の方

　　　　　・妊婦とその家族
　　　　　※健診は同一年度内1回の受診となります。
定　　員　35人(先着順)
参 加 費　無料
持 ち 物　乳幼児は母子手帳
申し込み　 10月18日㈮までに直接または電話でこど

も家庭センター
問い合わせ　同センター☎579―8033

あなたの体力年齢をチェック～体力測定・結果説明会～
〈健康づくりチャレンジポイント認定講座〉

10月はピンクリボン月間です
　乳がん撲滅に向けた運動の一環として忍城をピンク
色にライトアップします。
日　　時　10月1日㈫～ 31日㈭日没～午後10時

　　　  乳がん検診を実施します
保健センター
期　　日　 【乳がん検診】10月20日㈰、12月4日㈬、令

和7年1月22日㈬※個別検診も可(要申し込み)
　　　　　 【乳エコー検診】10月30日㈬、11月26日㈫
対　　象　【乳がん検診】40歳以上
　　　　　【乳エコー検診】20～ 39歳
検査費用　【乳がん検診】800円
　　　　　【乳エコー検診】1,000円
申し込み　 市公式LINE、電話、直接のいずれかの方法に

より健康課

行田中央総合病院(富士見町2―17―17)
期　　日　10月20日㈰
検査内容　マンモグラフィー検査
検査費用　①クーポン券をお持ちの方(5月末配布済み)
　　　　　　・ 昭和58年4月2日～昭和59年4月1

日生まれの方は無料
　　　　　②市の乳がん検診対象の方
　　　　　　 健康課に予約済みでピンク色案内はがき

がある方は800円
　　　　　③①、②以外の方は5,500円
申し込み　 電話で同病院☎553―2426(受付時間：月

～金曜日は午前9時～午後5時、土曜日は
午前9時～正午)　　　　

問い合わせ　同課☎553―0053　

　県では、11月を児童虐待防止推進月間とし、児童虐
待防止のシンボルであるオレンジリボンにちなんで「彩
の国オレンジライトアップ運動」を推進しています。
　本市でも忍城をオレンジ色にライトアップすること
で、児童虐待防止に関する啓発を図ります。
　ぜひ、会場に足を運んでオレンジ色に照らされた忍
城をご覧ください。

▶日　　時 11月1日㈮～ 11日㈪日没～午後10時
▶問い合わせ こども家庭センター☎579―8033

彩の国オレンジライトアップ運動
　毎年11月12日～ 25日は「女性に対する暴力をなく
す運動」週間です。期間中、女性に対する暴力根絶運動
のシンボルであるパープルリボンにちなみ、忍城を紫
色にライトアップします。
　皆さんでライトアップを楽しみながらドメスティッ
ク・バイオレンスについて考えてみましょう。女性に
対する暴力をなくす運動の詳細は、内閣府男女共同参
画局のホームページをご覧ください。

▶日　　時 11月12日㈫～25日㈪午後5時～10時（予定）
▶問い合わせ VIVAぎょうだ☎556―9301

忍城のパープルライトアップ

　麻薬、覚醒剤、大麻、危険ドラッグなどの薬物乱用は、
健康を害するだけでなく、家族や周りの人たちにも大
きな影響を与えます。覚醒剤や大麻などの薬物の誘い
にははっきり断りましょう。
　薬物でお困りの方は一人で悩まず相談しましょう。

▶問い合わせ  加須保健所☎0480―61―1216または埼
玉県薬務課☎048―830―3633

10月1日から11月30日まで麻薬・覚醒
剤・大麻乱用防止運動を実施します

彩の国オレンジライトアップ運動

▶日　　時　10月17日㈭午後1時～ 4時
▶場　　所　 ソニックシティ第1～ 5展示場（さいたま

市大宮区桜木町1―7―5）
▶内　　容　 保育・介護分野で就職を希望する方向け

の就職イベント
▶そ の 他　 詳細は、埼玉労働局ホームページでご確

認ください。
▶問い合わせ  埼玉労働局職業安定部職業安定課職業紹

介係☎048―600―6208

保育・介護  work  fes  埼玉2024
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図書館図書館

●市立図書館●
佐間3―24―7（「みらい」内）

TEL：556―4227   　　　　　　
FAX：555―3770　　　　　　　

開館時間
午前9時～午後7時

休 館 日
　10月1日㈫～4日㈮・ 7日㈪・
　　  15日㈫・21日㈪・28日㈪・
　     31日㈭
　11月5日㈫・11日㈪
※休館日の図書の返却はブックポ

ストをご利用ください。

と しょ かん

小
栗
正
勝
と
正
覚
寺  

〜
想
い
の
込
め
ら
れ
た
梵
鐘
〜

お
ぐ
り
ま
さ
か
つ

し
ょ
う
か
く
じ

ぼ
ん
し
ょ
う

2627

　
戦
国
か
ら
江
戸
時
代
に
移
り
変
わ
る
こ
ろ
、

忍
城
番
と
代
官
を
務
め
た
小
栗
正
勝
の
墓
所
は

市
内
城
西
の
正
覚
寺
に
あ
り
ま
す
。

　
小
栗
正
勝
は
、
慶
長
年
間
よ
り
鉄
炮
同
心
20

人
を
預
け
ら
れ
、
徳
川
氏
直
轄
の
城
と
な
っ
た

忍
城
の
城
番
与
力
を
命
じ
ら
れ
た
人
物
で
す
。

そ
の
後
、
代だ

い
か
ん
か
し
ら

官
頭
の
伊い

な奈
忠た

だ
つ
ぐ次
配
下
の
忍
領
代

官
と
し
て
城
郭
周
辺
地
域
の
民
政
に
携
わ
り
、

特
に
徳
川
将
軍
家
の
御
鷹
場
の
管
理
を
天あ

ま
の野
忠た

だ

重し
げ

と
と
も
に
担
い
ま
し
た
。

　
彼
の
知
行
地
は
幡
羅
郡
三み

かヶ
尻じ

り
村
・
折お

り
の
く
ち

之
口

村
な
ど
行
田
市
外
に
計
5
5
0
石
あ
り
ま
し
た

が
、
菩
提
寺
は
正
覚
寺
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

日
常
的
に
忍
城
内
で
生
活
・
勤
務
し
て
い
た
こ

と
が
影
響
し
て
お
り
、
城
郭
に
近
接
す
る
寺
院

を
菩
提
寺
と
し
て
選
択
し
た
も
の
で
す
。

　
正
覚
寺
は
戦
国
期
の
忍
城
主
成
田
氏
長
が
開

基
し
た
浄
土
宗
寺
院
で
あ
り
、
境
内
に
は
小
栗

家
の
初
代
正
勝
、三
代
正
久
、四
代
正
豊
と
一
族

の
も
の
と
み
ら
れ
る
墓
石
が
伝
わ
り
ま
す
。
中

で
も
、
方
形
の
塔
身
・
笠
・
屋お
く
ち
ょ
う頂に

相そ
う
り
ん輪

を
載

せ
た
宝ほ

う
き
ょ
う
い
ん
と
う

篋
印
塔
と
呼
ば
れ
る
墓
石
は
初
代
正
勝

の
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
正
覚
寺
の
梵
鐘
も
ま
た
小
栗
家
と
関
わ
り
が

深
い
も
の
で
す
。
梵
鐘
の
表
面
に
は
小
栗
家
一

族
17
名
の
法
名
に
加
え
「
鋳
造
大
檀
那　
小
栗

孫
助
正
豊　
武
州
埼
玉
郡
忍
持
田
村　
大
雄
山

正
覚
寺
什
物　
当
寺
九
世
然
蓮
社
廊
誉
上
人
大

和
尚　
元
禄
二
己
巳
年
三
月
八
日
」
と
銘
文
が

刻
ま
れ
て
お
り
、
元
禄
2（
1
6
8
9
）年
3
月

に
小
栗
正
豊
が
大
檀
那
と
し
て
寄き

し
ん進

し
た
梵
鐘

で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
小
栗
家
は
、
忍
・
鴻
巣
の
御
鷹
場
を
長
年
管

理
し
て
き
ま
し
た
が
、
天
和
3（
1
6
8
3
）年

に
五
代
将
軍
徳
川
綱
吉
の
意
向
で
鷹
場
制
度
が

縮
小
さ
れ
る
と
、
彼
の
役
割
も
免
じ
ら
れ
、
江

戸
に
移
り
住
む
こ
と
に
な

り
ま
す
。
梵
鐘
は
、
四
代

に
わ
た
り
慣
れ
親
し
ん
だ

地
域
を
離
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
状
況
の
中
で
、
祖

先
の
菩
提
供
養
を
祈
念
し

て
小
栗
家
か
ら
正
覚
寺
へ

寄
進
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。

　
　
（
郷
土
博
物
館

       　
　
　
澤
村
怜
薫
）

俳
句

藤
原
町

斎
藤
雄
次
郎

マ
ド
ン
ナ
も
等
し
く
老
い
て
鳳
仙
花

持
田

小
倉
　
繁
三

煮
え
き
ら
ぬ
為
政
者
つ
づ
く
原
爆
忌

南
河
原

今
村
　
文
女

気
怠
さ
は
老
い
か
猛
暑
か
無
為
の
日
々

門
井
町

宮
田
　
淑
尚

朝
涼
や
妻
と
分
け
合
ふ
焼
魚

棚
田
町

川
鍋
　
幽
覚

軽
井
沢
人
波
絶
え
て
八
月
尽

長
野

牧
　
　
　
努

炎
天
下
ひ
と
り
ぽ
っ
ち
の
カ
ン
ナ
か
な

谷
郷

森
　
　
洋
子

川
沿
い
の
草
よ
り
生
る
る
秋
の
風

忍

大
澤
　
由
子

な
つ
か
し
き
顔
揃
え
た
る
盆
帰
省

荒
木

髙
澤
よ
ね
子

猛
暑
に
も
記
念
の
時
計
よ
く
動
く

○
俳
句
応
募
方
法　
一
人
３
句
以
内
。
毎
月
末
日（
必
着
）ま
で
に
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が

な
）、
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
は
が
き
・
封
書
で
広
報
広
聴
課
。
な
お
、
一
部
添
削
し
て

掲
載
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
不
要
で
あ
れ
ば
「
添
削
不
要
」
と
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

埼
玉

荻
原
　
増
夫

戯
言
を
消
し
去
る
ほ
ど
の
大
夕
焼

緑
町

松
林
　
真
弓

赤
と
ん
ぼ
赤
き
欄
干
好
む
ら
し

小
見

三
宅
　
典
之

豚
草
や
媼
操
つ
る
草
刈
機

忍

伊
藤
　
誠
一

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
れ
ば
展
く
星
月
夜

若
小
玉

𠮷
住
　
　
司

大
稲
田
海
の
ご
と
く
に
波
を
打
つ

長
野

鎌
田
　
　
昇

満
月
を
両
手
で
掬
ふ
露
天
風
呂

南
河
原

和
泉
　
貫
一

炎
天
の
道
に
影
な
し
寄
辺
な
し

城
南

大
藤
　
一
郎

利
根
の
夏
一
人
で
祀
る
六
峯
忌

門
井
町

井
上
タ
カ
子

爽
や
か
や
郷
土
の
偉
人
新
札
に

（
三
沢
　
一
水
　
選
）

私
の
作
品

市制施行75周年記念 第9回 図書館まつりを開催します

　不要になった本を、読みたい方に提供する「市民リサイクル文庫」を開設します。不要な
本(雑誌を除く)がありましたら、次の期間内に図書館にお持ちください。

▶期　　間　11月1日㈮～ 8日㈮　　▶場　　所　図書館入口

市民リサイクル文庫

小栗正豊寄進の正覚寺梵鐘

▶日　　時　11月3日㈰午後1時30分(午後1時10分開場)
▶場　　所　「みらい」映像ホール
▶作 品 名　「かがみの孤城」(上映時間116分)
▶定　　員　70人(先着順)

市制施行75周年記念 秋の読書週間特別映画会

▶日　　時　10月26日㈯午前10時～午後4時
▶場　　所　図書館（「みらい」内と屋外でも一部実施)
▶内　　容　①雑誌リサイクル市 午前10時～午後4時
　　　　　　　不要になった雑誌を1冊50円で販売します。　
　　　　　　②移動図書館車の展示 午前10時～午後4時(雨天中止)
　　　　　　③おりがみのへや 午後2時～ 4時（受け付けは午後3時30分まで）
　　　　　　　折り紙でいろいろな作品を作りましょう。
　　　　　　④図書館ぐるっと探検 午前10時30分～・午後2時30分～
　　　　　　　普段入ることのできない秘密の本棚に案内します。　

※このコーナーで紹介する会社を募集しています。
　特色ある業務を行っている会社の情報を広報広聴課（内線318）までお寄せください。

会社プロフィール

代表取締役　吉田　勝美
【事業内容】  舗装マシンの輸入販売・整

備、後付け衝突防止補助
装置の製作・取付

【所 在 地】 持田 1―6―23

マシン ケアテック株式会社
舗装マシンの整備から「未来づくり」へ

　

今
月
は
、
道
路
や
大
規
模
施
設
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
舗
装
を
行
う
重
機
の
輸
入
販
売
や
整
備

な
ど
道
路
建
設
を
陰
か
ら
支
え
て
い
る
マ
シ
ン

ケ
ア
テ
ッ
ク
株
式
会
社
を
紹
介
し
ま
す
。

　
同
社
は
、
昭
和
56
年
に
設
立
し
た
有
限
会
社

荒
山
重
機
工
業
を
前
身
と
し
、
株
式
会
社
へ
移

行
後
、
平
成
21
年
か
ら
現
在
の
マ
シ
ン
ケ
ア

テ
ッ
ク
株
式
会
社
と
な
り
ま
し
た
。
従
業
員
数

20
人
弱
と
大
き
な
会
社
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

高
速
道
路
や
空
港
、
港
湾
施
設
な
ど
の
大
規
模

施
設
の
建
設
や
そ
の
維
持
管
理
に
使
用
さ
れ
る

重
機
を
通
じ
て
、
私
た
ち
の
日
々
の
円
滑
な
移

動
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
外
国
製
の
大
型
重
機
を
取
り
扱
う
同
社
で
す

が
、
整
備
ス
タ
ッ
フ
の
大
半
は
自
動
車
整
備
士

の
資
格
を
有
し
て
い
る
も
の
の
、
特
殊
技
術
な

ど
は
持
っ
て
お
ら
ず
、
大
型
重
機
に
触
れ
る
中

で
知
識
の
習
得
や
技
術
力
の
向
上
を
図
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
近
年
で
は
建
設
現
場
で

の
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
重
機
が
自
動
的
に

停
止
す
る
安
全
装
置
の
製
作
や
取
り
付
け
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
日
頃
私
た
ち
が
利
用
す

る
自
動
車
な
ど
と
異
な
り
、
多
く
の
重
機
に
は

安
全
装
置
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ

う
し
た
中
で
顧
客
か
ら
の
「
重
機
の
故
障
や
現

場
で
の
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
対
応
で
き
る
よ
う
安

全
装
置
を
取
り
付
け
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う

声
を
受
け
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
で
き
る
社
員

が
安
全
装
置
を
開
発
。
現
在
は
顧
客
の
要
望
に

合
わ
せ
た
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
を
し
た
り
、
製
品
の

さ
ら
な
る
改
良
を
し
た
り
し
て
道
路
建
設
に
お

け
る
安
全
対
策
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

同
社
の
強
み
は
、
こ
う
し
た
顧
客
に
寄
り

添
っ
た
柔
軟
な
対
応
が
で
き
る
こ
と
。
こ
れ
ま

で
積
み
重
ね
て
き
た
顧
客
と
の
関
係
が
同
社
を

信
頼
さ
れ
る
会
社
へ
と
成
長
さ
せ
、
そ
の
対
応

力
や
技
術
力
の
高
さ
が
口
コ
ミ
で
も
広
が
っ
て

い
ま
す
。

　
今
後
に
つ
い
て
「
お
客
様
の
要
望
に
応
え
る

技
術
を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、
自
社
開
発
す

る
安
全
装
置
を
よ
り
良
い
も
の
に
改
良
し
な
が

ら
、
将
来
的
に
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
も
活
用
す
る
中

で
道
路
建
設
に
お
け
る
重
機
の
自
動
化
も
目
指

し
て
い
き
た
い
」
と
語
る
経
理
総
務
部
長
の
東

海
林
さ
ん
。
そ
し
て
未
来
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
同
社
の
理
念
の
下
、「
人
や
モ
ノ
を
運
ぶ

だ
け
で
な
く
、
人
の
想
い
も
運
ぶ
」
こ
と
が
で

き
る
道
路
の
建
設
に
携
わ
る
人
た
ち
の
安
全
を

守
り
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
そ
の
手
助
け
を
続

け
て
い
き
ま
す
。

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
日
頃
私
た
ち
が
利
用
す

る
自
動
車
な
ど
と
異
な
り
、
多
く
の
重
機
に
は

安
全
装
置
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ

う
し
た
中
で
顧
客
か
ら
の
「
重
機
の
故
障
や
現

　今までの読み放題コンテンツ(92点)が9月末日で終了し、10月1日から
新たな読み放題コンテンツ(40点)が始まります。
　読み放題コンテンツは借りなくても読むことができる電子書籍です(要ログイン)。
ぜひご利用ください。

ぎょうだ電子図書館読み放題コンテンツについて
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23
FRI

8
25

SUN

「みらい」文化ホールで第12回ハワイアンフェスティバ
ルin行田が開催されました。
 参加した市内外の13グループが全78曲のダンスを披
露。各団体のハワイをイメージした衣装を身に纏って優
雅に踊る姿に、訪れた観客らは大きな拍手を送っていま
した。

産業文化会館で行田市市制施行75周年記念忍城を
守れ！～サムライ・にんじゃ募集～夏の陣が開催されま
した。
当日は「観る、撮る、作る、食す、遊ぶ」の5つのブース

に分かれ、侍・忍者体験や劇の披露などさまざまな催しが
行われました。訪れた人たちはサムライやにんじゃになり
きりながら忍城や行田の魅力に触れていました。

行田グリーンアリーナで第51回市民バドミントン大会
が開催されました。
ダブルス種目をメインに76チームが出場。選手たちは
攻守で躍動し、見応えのあるラリーが続く中、豪快なス
マッシュを打ち込むなど白熱した試合が展開されました。

市内在住の中学生8人が「一日行田市長」に就任し、
行田邦子市長のサポートを受けながら、模擬庁議、議
場体験、市内企業訪問、模擬決裁などの公務を体験
しました。
体験の締めくくりで行った記者会見では「活気あふ

れる楽しいまちにしたい」、「地元の人が自慢できるま
ちにしたい」といった市の将来への思いや、「歴史的な
建造物や豊かな自然があって住みやすい」、「温かく優
しい人が多い」といった市の魅力をそれぞれの言葉で
伝えていました。

忍城を守れ！
～サムライ・にんじゃ募集～夏の陣

市民バドミントン大会

一日市長体験

9
15

SUN

9
14

SAT

8
28

WED

古代蓮会館南側広場で救急車の乗車体験、救急救命士に
よる心肺蘇生法やAEDの使い方の指導など、応急手当の
普及啓発活動と救急車の適正利用の広報が行われました。
　この取り組みは、救急医療週間（9月8日～14日）に合わ
せ、救急医療や救急業務に関する正しい理解と認識を深め
てもらうために行われたもの。来場者は職員から救急車や
消防車の装備の説明を受けたり、AEDの使い方を学んだ
りしていました。

教育支援センターで行田市イングリッシュサマーファンが開催さ
れました。
当日は、16人の外国語指導助手（ALT）と60人の児童が参加し、
英会話でハンバーガーショップの運営体験やスライム作りなどを行
いました。また、アルファベットの書かれたペットボトルのキャップを
籠に投げ入れ、その文字で英単語を作る『WORD COLLECTOR』
のコーナーでは、協力し合いながら、「GHOST」や「CAKE」などの
英単語を作って楽しく英語を学んでいました。

8
25

SUN

第12回ハワイアン
フェスティバルin行田

～救急医療週間～
古代蓮の里で救急を学ぼう！

イングリッシュサマーファン
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イベントイベント

▶�日時　11月9日㈯午前10時～
　午後3時
▶�場所　行田グリーンアリーナ入口
スペースおよびサブアリーナ
▶�内容　消防団PR芸人トークショー、
消防・自衛隊・警察・企業ブース、
炊き出し訓練、災害備蓄食の試食
（先着順）、降雨・地震体験、災害
写真の展示など※変更の場合あり
▶�問　危機管理課（内線282）

▶�日時　10月 26日㈯午前 10時 30
分～ 11時30分

▶�場所　児童センター
▶�内容　ハロウィンの仮装用衣装を
作る。
▶�対象　幼児～小学生（未就学児は
保護者同伴のこと）
▶�定員　20人（先着順）
▶�参加費　無料
▶�持ち物　はさみ、のり、サインペン
▶�申申・問　10月19日㈯までに二次
元コードを読み取り必要事項を入
力し送信するか、
直接または電話で
同センター☎554
―5706

▶�日時　11月9日㈯午前10時～正午
（午前9時45分から受け付け）
▶�場所　県立行田特別支援学校（長
野4235）
▶�内容　ステージ発表、作品展、作
業頒布会
▶�問　同校☎554―3302

行田市防災フェア

ハロウィンの衣装をつくろう

県立行田特別支援学校
文化祭「スマイルまつり」

▶�日時　10月20日㈰午後1時30分
開演（午後1時開場）
▶�場所　産業文化会館大ホール
▶�内容　【第1部】記念式典【第2部】
フォレスタコンサート「無限大の
ハッピースマイルをあなたに」
▶�入場料　【前売り】4,000円【当
日】4,500円
▶�チケット取り扱い　社会福祉法人
かがやきの会、行田産業文化会
館、イープラス、ローソンチケッ
ト
▶�後援　行田市、行田市教育委員
会、行田市社会福祉協議会
▶�問　同法人☎559―1034

▶�日時　10月6日㈰午前9時30分
開演
▶�場所　産業文化会館ホール
▶�内容　舞踊、邦楽、歌、着物
ショーなど
▶�入場料　無料
▶�共催　郷土芸能市民のつどい実行
員会、（公財）行田市産業・文化ス
ポーツいきいき財団
▶�後援　行田市　
▶�問　根津☎556―7605　

▶�日時　11月13日・27日の各水曜
日午後1時～ 4時
▶�場所　産業文化会館地下創作室
▶�内容　絵筆を使ったアート体験
▶�定員　20人程度（先着順）
▶�参加費　無料
▶�その他　途中退出可。紙や画材な
どは用意があります。
▶�申申・問　電話で彩りの会平岡☎
080―6583―9787

かがやき共同作業所
30周年記念イベント
フォレスタコンサート

令和6年度県民の日協賛
郷土芸能市民のつどい

初心者も歓迎！
アート無料体験

▶�日時　【点灯セレモニー】11月9日
㈯午後3時から【ライトアップ】11
月9日㈯～令和7年2月14日㈮
▶�場所　水城公園
▶�内容（点灯セレモニー）　ダンスや
太鼓、吹奏楽、ミニコンサートなど
の他、飲食・物品販売などを行う。
▶�主催　NPO法人魅力創造倶楽部
▶�問　同法人羽鳥☎090―3138―
1769

▶�期日　11月2日㈯・3日㈰
▶�場所　商工センターホール
▶�内容　和太鼓さざんか会、うきし
ろ吹奏楽団、書家・美蓮によるパ
フォーマンス書道、アート書道大
展覧会、市制施行75周年記念書
道展など
▶�入場料　100円
▶�問　電話またはEメールで彩art.
co.lab☎070―2213―8069【E
メール】irodoriart.co.lab@gmail.
com

▶�日時　10月26日㈯・27日㈰午前
10時～午後5時（27日は午後4時
30分まで）
▶�場所　ものつくり大学（前谷333）
▶�内容　各研究室企画展示、各種も
のづくり体験教室、特設ステー
ジ、子ども向けイベント、花火の
打ち上げ他※花火の打ち上げは
26日のみ
▶�その他　詳しくは同大学ホーム
ページをご覧ください。
▶�問　同大学☎564
―3817（土・日曜
日、祝日を除く午
前9時～午後5時）

市制施行75周年記念
『甲斐の道の創造…未来への光』
Winter light up in水城公園2024

市制施行75周年記念「遊びと文
化の融合」 書道イベント「爛漫
～イロトリドリノセカイ」

第24回ものつくり大学
「碧蓮祭」

▶�日時　11月10日㈰午後2時～5時
▶�場所　産業文化会館大ホール
▶�内容　ドン・キホーテ/バレエ・
コンサート
▶�出演　山口陽子バレエスクール生徒
▶�入場料　無料
▶�後援　行田市、行田市教育委員会
▶�問　山口陽子バレエスクール☎
554―9095

▶�日時　10月13日㈰午前９時～ 10
時30分※雨天時は20日㈰
▶�集合場所　忍川・谷故橋付近（行
田市駅すぐ上流側の橋）
▶�内容　ごみを拾う美化活動
▶�参加料　無料
▶�持ち物　作業のできる服装※軍
手、ビニール袋は配布
▶�主催　行田市民大学・市民大学同
窓会「忍川の自然に親しむ会」
▶�後援　行田市、行田市教育委員会
▶�問　田口☎090―1659―4576

▶�日時　11月14日㈭午前10時30分
～正午
▶�場所　さきたま古墳公園はにわの
館前
▶�内容　埼玉県名発祥之碑、天祥
寺、石田堤、古墳群を巡る。
▶�定員　20人（先着順）
▶�参加費　200円（17歳以下は無料）
▶�申申　11月10日㈰までに二次元
コードを読み取り必要事項を入
力し、送信するか、電話または
FAXで行田観光ボランティア会
【電話】島田090―9018―2792
【FAX】磯貝553
―2137
▶�問　同会森田☎
090―5578―
7991

バレエスクール研究発表会

忍川美化活動に参加し
川と海の環境を守ろう

行田観光ボランティア会
さきたま古墳群めぐり

▶�日時　①10月16日㈬午前10時～
正午②10月22日㈫午前10時30
分～ 11時30分③10月27日㈰午
後2時～ 4時
▶�場所　①「みらい」②オンライン開
催（Zoom）③コミュニティセン
ターみずしろ
▶�内容　多言語を使っ
た歌やゲーム体験、
国際交流体験など
▶�定員　各回親子5組
▶�参加費　無料
▶�主催　一般社団法人言語交流研究
所ヒッポファミリークラブ
▶�後援　行田市、行田市教育委員会
▶�その他　③は託児あり
▶�申申・問　秋山榕

よう

晶
しょう

☎0120―557―
761【Eメール】akiyamajingjing@
gmail.com

講座・教室講座・教室・・講演講演

▶�日時　10月13日㈰午前10時開始
▶�場所　中央公民館第1学習室
▶�内容　空き家利活用の具体的な方
法、リフォームに関わる職人が直
接受注で仕事量を向上させる方
法、リフォームマッチングサイト
などを紹介する。
▶�対象　空き家を所有している方、
市内のリフォームに関わる職人
▶�定員　50人（先着順）
▶�参加費　無料
▶�持ち物　筆記用具
▶�共催　株式会社エンドユーザー、
行田市
▶�その他　セミナー後に無料個別相
談を実施します。
▶�申申　二次元コードを読み取り必要事
項を入力の上、送信
▶�問　同社☎501―
7431【Eメール】
info@enduser.jp

はじめよう！
多言語のある日常！

地産地消！
空き家の利活用セミナー

▶�日時　10月13日㈰午前10時～午
後1時※雨天時は屋内で実施
▶�場所　行田協立診療所駐車場（本
丸18―3）
▶�内容　ステージ演奏・ダンス、出
店・食べ物コーナー、なりきりドク
ター・ナース体験、健康チェック他
▶�入場料　無料
▶�共催　医療生協さいたま利根北地
区、行田協立診療所、ケアセン
ターさきたま
▶�問　行田協立診療所☎556―
6755

▶�日時　10月19日㈯・20日㈰午前
10時～午後4時
▶�場所　テクノ・ホルティ園芸専門
学校（埼玉4758）
▶�内容　花苗、野菜、グリーンイン
テリア、切り花、アレジメント、
手作り雑貨などの販売、インドア
ガーデンや室内フラワー装飾の展
示、フラワーコーディネートコー
スの学生によるフラワーショー
▶�問　同校☎559―1187（午前9
時～午後4時）

▶�日時　11月9日㈯【縁日】午前10
時～午後3時、【コンサート】午後
5時～ 7時30分

▶�場所　宝積寺（谷郷1―2―8）
▶�内容　縁日の他、未来の自分に手
紙を書くイベント、青年僧による
ご祈祷体験、さくまひできさんの
コンサート、マリンバ演奏など
▶�コンサートの定員　80人（先着順）
▶�コンサートの入場料　2,000円
▶�申申・問　コンサートのチケット購
入は電話で宝積寺☎553―1223

健康まつり

テクノ・ホルティ園芸専門学校
文花祭

宝積寺縁日とコンサート

広告広告
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行田市の人口と世帯
※（　）内は前月比

【住民基本台帳人口】
（令和6年9月1日現在）

人口78,107人（―83）　男38,692人（―35）　女39,415人（―48）　世帯数36,429世帯（―22）
8月中の異動　出生22人　転入等178人　死亡87人　転出等196人

■�市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。市報をデイジー版に録音したものを
希望者宅にお届けします。ご希望の方は、広報広聴課（内線318）まで。

▶�日時　10月26日㈯午前9時～正午
▶�場所　VIVAぎょうだ
▶�内容　SDGsについて学んだ後、
ピザとフルーツゼリーを作る。
▶�対象　市内在住・在勤・在学の方
※女性も可
▶�定員　10人（先着順）
▶�参加費　1,000円
▶�持ち物　エプロン、三角巾または
バンダナ、スリッパ、マスク、ピザ
を持ち帰る箱（25cm×25cm）や袋
▶�その他　ひととき保育の申し込み
は10月12日㈯まで

▶�申申・問　10月3日㈭午前9時から
19日㈯までに行田市電子申請・
届出サービス、直接、電話のいず
れかの方法によ
りVIVAぎょうだ
☎556―9301
　※月曜日は休館

▶�期日　10月18日㈮
▶�時間　①【認知症サポーター養成
講座】午後1時30分～ 3時②【認
知症相談会】午後3時～ 4時
▶�場所　VIVAぎょうだ
▶�内容　①認知症の基本的な知識、
適切な対応方法などを学ぶ。②専
門家が認知症の相談に応じる。
▶�対象　①市内在住・在勤在学の方
②認知症の本人、家族など
▶�定員　①45人（先着順）
▶�参加費　無料
▶�持ち物　筆記用具
▶�その他　②のみの参加可。
▶�申申　直接または電話で地域包括支
援センター緑風苑（須加1563）☎
557―3611（月～金曜日）
▶�問　高齢者福祉課地域包括ケア担
当（内線278）

男性料理教室
「ピザマルゲリータを作ろう」

認知症サポーター養成講座・
認知症相談会

▶�日時　10月20日㈰午前10時～正午
▶�場所　総合公園野球場西側
▶�内容　バドミントンの羽根を付け
たゴルフボールを1本のゴルフク
ラブで打ち、遠くの籠に入れるま
での打数を競う手軽に楽しめるス
ポーツの講習会
▶�定員　15人程度（先着順）
▶�参加費　500円（ボール代を含
む）※当日徴収
▶�服装　運動しやすい服装
▶�主催　行田市ターゲットバードゴ
ルフ協会
▶�後援　行田市教育委員会
▶�その他　使用するクラブ、ボー
ル、マットは用意します。
▶�申申・問　10月
16日㈬までに
電話で福田☎
090―2410
―0259

▶�日時　11月2日㈯午後2時30分～
4時
▶�場所　忠次郎蔵（忍1－4－6）
▶�内容　日本遺産の構成資産である
忠次郎蔵で蕎麦打ちの基本を習う。
▶�定員　16人（先着順）
▶�参加費　1,000円
▶�持ち物　三角巾、エプロン、持ち
帰り用パック
▶�その他　希望者には引き続き、中
級・上級コースを用意
▶�申申・問　11月1日㈮までに電話
またはホームページ（http://
chujiro.chu.jp）でNPO法人忠次
郎蔵☎556―9988（火～日曜日
の午前10時～午後3時）

ターゲットバードゴルフ
初心者講習会

忠次郎蔵蕎
そ ば
麦打ち教室

第41期生（初級）

▶�日時　10月22日㈫午前10時～
　11時30分
▶�場所　太井公民館ホール
▶�内容　落語による笑いの効果体
験、地域包括支援センター職員に
よる個別相談
▶�対象　家族を介護している方、介
護に興味・関心のある方
▶�定員　15人（先着順）
▶�参加費　無料
▶�持ち物　筆記用具
▶�申申　10月18日㈮までに電話で
地域包括支援センター壮幸会☎
552―1123
▶�問　高齢者福祉課地域包括ケア担
当（内線278）

▶�日時　11月6日～28日の毎週水・
木曜（全8回）午後5時～7時（水曜
日）、午後7時～9時（木曜日）
▶�場所　行田グリーンアリーナ柔道
場他
▶�内容　空手やテコンドーなどの技
を学び、心と体の成長を目指す。
▶�対象　5歳以上
▶�費用　1,500円（保険料を含む）
▶�申申・問　武活道福田☎090―
3594―9590

▶�日時　11月6日～28日の毎週水・
木曜（全8回）午前10時～ 11時
▶�場所　行田グリーンアリーナ柔道
場・剣道場
▶�内容　気功体操で免疫力を高め、
太極拳で足腰とバランスを整える
体験会※いずれかのみの参加可
▶�費用　1,500円
▶�持ち物　バスタオル、室内履き
▶�申申・問　行田健康気功太極拳サー
クル福田☎090―3594―9590

介護者教室
「笑いの効果で“こころ”の
 負担をリフレッシュ」

楽しさ№1
秋のこども武道体験教室

わかりやすさ№1
秋の気功体操＆太極拳体験会

相　　談相　　談

▶�日時　11月15日㈮午後1時30分
～ 3時30分
▶�場所　グリーンアリーナ2階研修室
▶�内容　行田市および羽生市の介護
施設人事担当者との個別面接相談
会
▶�対象　介護事業所で就職を希望す
る方
▶�参加費　無料
▶�持ち物　筆記用具、履歴書（面接
希望の方）、スリッパ
▶�共催　ハローワーク行田、行田市、
行田地区雇用対策協議会
▶�その他　各施設のPRや埼玉県社
会福祉協議会によるお仕事相談
コーナーも同時開催
▶�問　ハローワーク行田☎556―
3151（41♯）

▶�日時　10月23日㈬午前9時30分
～正午、11月27日㈬・12月25日
㈬午後1時15分～4時30分
▶�場所　商工センター（10月401
研修室、11・12月404研修室）
▶�相談内容　埼玉県行政書士会の行
政書士が創業・事業運営、事業承
継、建設業などの許認可申請、遺
言・相続、契約書・内容証明など
の相談に応じる。※要予約
▶�申申・問　電話で同会理事小林☎
507―3010

▶�日時　10月19日㈯午後1時～4時
▶�場所　忍・行田公民館
▶�相談内容　許認可、法人設立、遺
言、結婚、離婚などに関すること
▶�申申・問　電話で埼玉県行政書士会
埼北支部☎564―0104

ハローワーク
「介護就職デイ面接会」

行政書士無料相談会

埼玉県行政書士会の
県下一斉無料相談会

▶�日時　10月19日～ 11月2日の毎
週土曜日（全3回）【第1部】午後3
時～4時【第2部】午後7時～8時
▶�場所　中央公民館レクリエーション
室、行田グリーンアリーナ柔道場
▶�内容　武道の技を用いた打撃やつ
かまれたときの逃げ方、反撃法や
心を鎮める座禅体験などを学ぶ。
▶�対象　小学生以上（保護者同伴可）
▶�定員　各部20人（先着順）
▶�参加費　無料
▶�持ち物　動きやすい服装
▶�主催　行田市少林寺拳法連盟
▶�申申　10月17日㈭までに二次元
コードを読み取り必要事項を入力
の上、送信
▶�問　同連盟向井
☎050―6881
―8364

▶�日時　11月16日㈯午後1時～
　4時（午後12時30分開場）
▶�場所　「みらい」文化ホール
▶�内容　【第１部】林家つる子さん
（一般社団法人落語協会落語家）に
よる落語【第２部】土居浩さん（も
のつくり大学教養教育センター教
授）による講演【第３部】土居さん
と林家さんによるトークタイム
▶�定員　500人（先着順）
▶�参加費　無料
▶�共催　行田市
▶�申申　11月8日㈮までに二次元
コードを読み取り必要事項を入力
し送信するか、FAX（氏名、住所、
連絡先を記載）でものつくり大学
【FAX】048―564―3201
▶�問　同大学企画広
報課企画広報係☎
564―3906

初心者のための武道・
護身術教室（少林寺拳法）

ものつくり大学
市民特別公開講座

▶�日時　10月23日㈬午前9時30分
～正午（融資は午後４時まで）
▶�場所　行田商工会議所会議室、商
工センター 401研修室
▶�内容　創業や資金繰りなど経営に
関するさまざまな悩みに専門家が
アドバイスする。
▶�費用　無料
▶�申申・問　10月16日㈬までに電話
またはFAXで同会議所☎556―
4111【FAX】556―0059

スポーツスポーツ

▶�日時　12月8日㈰午前9時開会
▶�場所　行田グリーンアリーナ
▶�種目　団体戦（3ダブルス方式）①
男子一部②男子二部③女子一部④
女子二部
▶�対象　市内在住・在勤・在学の方、
在クラブ員および連盟承認クラブ員
▶�参加費　1チーム4,000円※連盟
未登録チームは4,600円（高校生
以下も同様）
▶�その他　
　◦�1チーム3人以上（1試合に1

人2回出場可、同一ペアの出
場不可）

　◦�試合当日2人になった場合棄権
になります。

　◦�当日不参加の場合、参加費の返
金不可

　◦�参加チーム数により、一部・二
部を統合する可能性あり

▶�主催　行田市卓球連盟
▶�申申　11月8日㈮午後7時までに住
所、氏名、種目、連絡先を明記の
上、郵送またはFAXで行田市民
卓球大会受付事務局田島【郵送】
〒361―0024行田市小針2585
田島【FAX】559―0714※電話で
の受付不可
▶�問　同事務局田島☎559―3789

なんでも相談会
～事業主、創業予定の方、
　この機会に悩みを解消！～

令和6年度
行田市民秋季卓球大会

広告広告
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● 10月1日㈫～31日㈭に電話またはEメールで広報広聴課（内線
322） ※応募要領は市ホームページをご覧ください。

● 応募者多数の場合は、11月1日㈮午前11時から市役所203会議
室で公開抽選を行います。

令和5年12月生まれのお子さんを募集します

岡
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市長コラム市長コラム
 新しい行田へ

第13回 
「第22回グッドエイジャー賞を受賞しました」

環境にやさしい
植物油インキ

ホームページ https://www.city.gyoda.lg.jp

行田市公式LINEの
友だち登録はこちらから！

現在の友だち登録数32,900人！

●市政・イベント・防災などに関する行政情報を発信します。

今月の表紙 　令和7年1月6日から新しい市民の「足」として『乗合型
AIオンデマンド交通』を導入します。この交通は、路線バ

スのように決められた時刻・ルートを運行するのではなく、利用予約に応
じてAIが目的地までの最適なルートを設定し、乗り合わせて運行します。
　より暮らしやすい行田に向けてリニューアルする公共交通をぜひご利
用ください。

小板橋 一
い ち か

楓 ちゃん・円
ま ど か

椛 ちゃん （持田）
令和5年10月11日生まれ
父・健太さん　母・陽子さん
「W笑顔でたくさんのハッピーをありがとう♡」

第22回グッドエイジャー賞を受賞した皆さん（左から行田市長、広瀬道
明さん、林英夫さん、紺野美沙子さん、南こうせつさん、大川𠮷美さん）

行田市長  行田邦子

このたび、行田市長として「第
22回グッドエイジャー賞」を受
賞しました（11ページに記事掲
載）。グッドエイジャーとは良い
年を重ねている人、つまり熟年
世代が対象の賞ということです。
人生駆け抜けて、気付いたら熟
年世代の仲間入り、そして、著名
な方々とともにこのような素晴らしい賞を受賞すること
になるとは、二重の驚きです。
グッドエイジャー賞の主催者である一般社団法人日本

メンズファッション協会が発表している選考理由には、
「広告代理店勤務から国会議員、そして行田市長へ、行動
力と決断力のグッドエイジャー」と書かれていて恥ずかし
くなるような過分な評価を頂いています。実は、この協会

の理事長である八木原 保（やぎはら たもつ）さんは、行田市上池守の出身で、20代の頃、東京の原宿で衣料品店を
開業して事業に成功し、「原宿をつくった男」として知る人ぞ知る事業家なのです。ファッション業界の中心で活躍
されながらも、ずっと故郷の行田を想い続けてきた八木原さん。このたびの受賞は、私個人ではなく行田市の受賞
と言ってよいでしょう。
音楽、スポーツ、国家行政、医療、メディア、経済界など、八木原さんのように行田で生まれ育って、各分野で

活躍している方とお話をしていると、故郷行田を気にかける想いをひしひしと感じます。新しい行田へ。市の職員、
議会の皆さん、市民の皆さん、そして、故郷行田を想う皆さんとも一緒に歩みを進めてまいります。


